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青木三四郎氏「MEMORY」

平井一嘉氏「豆天子」 岡本参千峯氏「冬のきざし」

岩田　実氏「希望」
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第
６
回
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

８
月
20
日
a
、
公
開
制
作
に
よ
っ
て

完
成
し
た
４
作
品
が
本
町
２
丁
目
の

商
店
街
４
か
所
に
設
置
さ
れ
、
市
民

に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

「
芸
術
文
化
の
か
お
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
、
平
成
７
年
か
ら
十

日
町
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
10
年
か
ら
第
二
期
に

入
り
、
作
家
と
地
域
住
民
の
つ
な
が

り
に
重
点
を
置
い
て
、
市
民
生
活
の

中
に
融
和
し
て
い
く
よ
う
な
空
間
づ

く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

７
月
30
日
a
か
ら
総
合
体
育
館
の

北
側
広
場
で
始
ま
っ
た
野
外
公
開
制

作
は
連
日
の
猛
暑
の
中
、
青
木
三
四

郎
氏
、
岩
田
実
氏
、
岡
本
参
千
峯
氏
、

平
井
一
嘉
氏
の
４
人
の
作
家
に
よ
っ

て
完
成
し
ま
し
た
。
今
年
の
４
体
を

含
め
て
36
体
が
市
内
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
８
月
６
日
a
、
「
み
ん
な

で
つ
く
る
彫
刻
教
室
」
が
公
開
制
作

会
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
か
ら
作
品
づ
く
り
を
体
験
し
な
が

ら
芸
術
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

地
元
の
彫
刻
家
、
藤
巻
秀
正
氏
と
小

宮
山
晃
夫
氏
が
講
師
で
小
学
生
な
ど

30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
粘
土
を
使

っ
た
作
品
づ
く
り
で
、
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

地元作家とともに、子どもたち
が思い思いに作品づくり

石
と
の
対
話
　
ま
ち
と
の
融
和

芸術文化のかおるまちづくり事業

第6回 十日町石彫シンポジウム
～公開制作の４作品が、本町２に新たに設置～

岩田　実 氏「希望」
（滝沢印刷所前）

青木三四郎 氏「MEMORY」
（新潟県信用組合前）

平井一嘉 氏「豆天子」
（魚辨前）

岡本参千峯 氏「冬のきざし」
（ラポート十日町前）

８
月
４
日
F
か
ら
６
日
A
の
３
日

間
、
地
球
環
境
に
つ
い
て
議
論
す
る

「
地
球
環
境
セ
ミ
ナ
ー
」
が
ク
ロ
ス

10
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
国
内
外
の
政
・
官
・
財
・
学
・

文
化
の
各
界
で
活
躍
す
る
人
が
集
ま

り
、
「
地
域
づ
く
り
・
世
界
と
つ
な

が
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
情
報
交
換
を

し
な
が
ら
各
自
の
問
題
意
識
か
ら
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
号
（
８
月
10
日
号
）
に
続
き
、

最
終
日
の
分
科
会
報
告
の
内
容
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†
†

最
終
日
の
８
月
６
日
に
は
、
前
日

の
国
際
化
・
地
域
づ
く
り
・
環
境
の

３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
分
科
会

で
話
し
合
わ
れ
た
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ

れ
の
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
が
発
表
し

ま
し
た
。

間
宮
陽
介
京
都
大
学
大
学
院
教
授

（
経
済
学
）
が
、「
国
際
化
に
対
す
る

芸
術
家
の
役
割
と
し
て
は
、
異
質
な

も
の
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
で
あ

る
。
た
と
え
ば
人
と
自
然
を
結
び
付

け
る
、人
と
人
と
を
つ
な
い
で
い
く
、

今
回
の
作
品
の
展
開
で
も
そ
う
な
っ

て
い
る
。
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
い
わ
れ
て
い
る
が
、
ボ
ー

ダ
ー
は
あ
っ
た
ほ
う
が
よ
い
。
そ
れ

は
異
質
の
も
の
を
仕
切
る
障
壁
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
く
、
境
目
で
あ
り
、

境
目
こ
そ
新
し
い
出
来
事
が
起
こ
る

し
、
場
所
も
活
性
化
す
る
」
と
報
告

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
大
地
の
芸
術
祭
を
下
か

ら
支
え
て
い
る
“
こ
へ
び
隊
”
は
、

単
な
る
サ
ポ
ー
タ
ー
で
な
く
、
住
民

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
人
と
人
を
つ
な

ぐ
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
」

と
評
価
し
ま
し
た
。

小
出
治
東
京
大
学
教
授
（
都
市
工

学
）
は
、「
妻
有
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

広
域
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
、
面
白

い
試
み
で
あ
る
。
６
市
町
村
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
る
こ
と
自
体
が
、
地
方

都
市
の
問
題
を
解
決
す
る
１
つ
の
提

案
に
な
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
価

は
、
今
回
だ
け
で
は
難
し
い
。
継
続

し
て
い
く
こ
と
に
意
味
が
あ
る
し
、

期
待
し
た
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
の
も

継
続
に
よ
る
。
こ
れ
に
は
、
物
的
な

資
産
だ
け
で
は
な
く
ス
ト
ー
リ
ー
性

あ
る
い
は
精
神
性
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
確
保
す
る
に

は
、
地
域
間
・
世
代
間
を
超
え
た
交

流
、
若
者
の
定
住
が
必
要
。
さ
ら
に
、

地
元
が
ど
の
程
度
関
与
す
る
か
が
指

標
に
な
る
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
、

住
民
が
熱
心
に
参
画
し
た
こ
と
は
評

価
で
き
る
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

尾
田
栄
章
世
界
水
会
議
日
本
事
務

局
長
は
、
「
現
代
ア
ー
ト
は
、
ど
ん

な
地
域
で
も
地
域
お
こ
し
に
使
え
る
。

ど
ん
な
と
こ
ろ
を
対
象
に
し
て
も
、

そ
れ
に
適
合
し
た
も
の
が
見
つ
か
る
。

そ
こ
に
芸
術
性
を
も
た
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
は
、
す
べ
て
の
地
域

が
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、
そ
れ
を

掘
り
起
こ
せ
る
人
が
必
要
で
あ
る
。

地
元
を
よ
く
知
り
、
で
き
れ
ば
そ
の

地
に
生
ま
れ
た
人
で
、
な
お
か
つ
世

界
の
芸
術
の
動
き
に
通
じ
て
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
ど
こ
の
地
に
お
い
て
も

で
き
る
は
ず
で
す
」
と
報
告
し
ま
し

た
。

大 地 の 芸 術 祭

越後妻有アートトリエンナーレ2000

８月20日a市民会館においてス

ペインのアレンチ・デ・ムン・モラ

ルセンター舞踏団（通称：エスバ

ル・ダンサイレ）の公演が行われま

した。フラメンコと並ぶ、スペイン

を代表するカタルーニャ地方の楽し

く、美しいダンス「サルダーナ」は、

500人の観衆を魅了しました。

この公演に先立ち、各地域の盆踊

りなどに参加し、地域との交流が行

われました。

エ
ス
バ
ル
・
ダ
ン
サ
イ
レ
公
演

〜
ス
ペ
イ
ン
を
代
表
す
る
民
族
舞
踊
を
披
露
〜

「
楽
市
楽
座
」
開
催
中

〜
さ
が
そ
う
掘
り
出
し
物
〜

■９月の開催日

２日g・３日a：ヒーロー市

９日g：妻有の市

■会場

十日町トリエンナーレプラザ

（クロス10となり）

■開催時間

午前９時～午後４時

おおぜいの皆様のご来場をお待ち

しています。

三菱電機スペイン協賛

藤幡正樹東京芸術大学教授に

よるワークショップ「体験する

一寸法師」（8月10日号でお知

らせ）の今後の日程は次のとお

りです。

■８月27日a（予定どおり）

■９月３日a（教授不参加）

■９月10日＝中止

お 知 ら せ

地
球
環
境
セ
ミ
ナ
ー

〜
地
域
づ
く
り
・
継
続
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
〜

国
際
化

地
域
づ
く
り

環
境

2000

大地の芸術祭の会期も残すところ２週間となりました。

作品鑑賞に家族そろってお出かけください。

9月10日まで、あと2週間!

7月20日～９月10日

石彫シンポジウムがインター
ネットでご覧になれます。
http://www.superchannel.org/
スーパーフレックス（デンマ

ーク）の「越後妻有スーパーチ
ャンネル」で、石彫シンポジウ
ムの制作風景、4人の作家へのイ
ンタビューなどが収録されてい
ます。ぜひご覧ください。
なお、再生にはリアルプレイ

ヤー（無償ソフト）が必要です。

▼
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市の財政を市民の皆さんから知っていただ

くため、毎年８月と２月に財政のあらましを

公表しています。今回は４・５ページが市の

決算状況、６ページが市の６月末の予算執行

状況、７ページが広域事務組合と衛生施設組

合の決算状況と６月末の予算執行状況です。

11年度一般・特別会計の決算

歳入・歳出決算
（一般会計）

市の一般会計と各特別会計の

決算状況は右表のとおりです。

一般会計では歳入決算額203億

9,905万円〈前年度対比6.0％減〉、

歳出決算額199億8,558万円〈前

年度対比5.1％減〉で、差引き４

億1,347万円となりました。

このうち、平成12年度への繰

越事業分9,082万円を差し引いた

３億2 , 265万円〈前年度対比

5.5％増〉が、実質的黒字額で平

成12年度へ繰り越されました。

下の円グラフは、一般会計の歳入・歳出決算の構成比です。歳入では地方交付税、

市税、諸収入、歳出では土木費、民生費、教育費の順番です。

歳出199億8,558万円を市民１人当たりにすると453,929円になります。土木費、民

生費、総務費など、項目ごとの１人当たりの金額は5ページ左上の市民１人に使われ

たお金のとおりです。 注：（ ）内は構成比、〈 〉内は前年度対比（単位：％）

歳出 
199億8,558 
万円 

〈5.1％減〉 

県支出金 
11億4,176万円 
（5.6％）〈△28.7〉 

繰越金6億4,214万円 
（3.1％）〈＋17.8〉 

分担金・負担金 
3億7,148万円 
（1.8％）〈＋5.0〉 

地方譲与税1億7,916万円 
（0.9％）〈＋4.1〉 

繰入金1億1,156万円 
（0.5％）〈△75.5〉 

その他9億8,442万円 
（4.9％）〈＋11.8〉 

土木費 
42億7,067万円 
（21.4％）〈△23.7〉 

民生費 
37億8,964万円 
（19.0％） 
〈＋12.0〉 

教育費 
22億4,366万円 
（11.2％） 
〈△4.6〉 

総務費 
22億3,151万円 
（11.2％） 
〈＋5.1〉 

商工費 
19億6,700万円 
（9.8％） 
〈△11.7〉 

公債費 
18億9,188万円 
（9.5％） 
〈＋6.9〉 

衛生費 
14億8,452万円 
（7.4％）〈＋11.4〉 

農林水産業費 
10億5,406万円 
（5.3％）〈＋1.4〉 

消防費　6億1,977万円（3.1％）〈△0.5〉 
　災害復旧費　9,469万円（0.5％）〈△23.5〉 
　　その他　3億3,818万円(1.6％）〈△0.5〉 

歳入 
203億9,905 
万円 

〈6.0％減〉 

地方交付税 
62億8,683万円 
（30.8％）〈＋10.8〉 

市　税 
47億7,732万円 
（23.4％）〈＋1.2〉 

諸収入 
24億8,059万円 
（12.2％）〈△5.8〉 

国庫支出金 
19億6,409万円 
（9.6％） 
〈△18.7〉 

市債 
14億5,970万円 
（7.2％）〈△35.0〉 

会　計　名 歳入決算額◯イ 前年度対比 前年度対比歳出決算額◯ロ 差引額◯イ－◯ロ

一　般　会　計　　203億9,905 △　6.0 199億8,558 4億1,347△　5.1

119億2,230 ＋　6.6 113億5,985 5億6,245＋　5.8

323億2,135 △　1.7 313億4,543 9億7,592△　1.4

国民健康保険 28億3,812 ＋　3.0 25億2,020 3億1,792＋　1.2

簡 易 水 道 7億7,701 ＋　0.5 6億9,964 7,737△　3.2

下水道事業 31億4,136 ＋　6.4 30億1,008 1億3,128＋　8.3

老 人 保 健 47億1,919 ＋ 10.2 47億1,321 598＋　8.4

農業集落排水事業 4億4,662 ＋　6.8 4億1,672 2,990＋　3.5

計

合　　　計

特
　
別
　
会
　
計

明るく住みよいまちづくりに使われました明るく住みよいまちづくりに使われました明るく住みよいまちづくりに使われました明るく住みよいまちづくりに使われました明るく住みよいまちづくりに使われました明るく住みよいまちづくりに使われました明るく住みよいまちづくりに使われました明るく住みよいまちづくりに使われました明るく住みよいまちづくりに使われました明るく住みよいまちづくりに使われました明るく住みよいまちづくりに使われました明るく住みよいまちづくりに使われました明るく住みよいまちづくりに使われました明るく住みよいまちづくりに使われました明るく住みよいまちづくりに使われました明るく住みよいまちづくりに使われました明るく住みよいまちづくりに使われました

（単位：万円・％）
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固定資産税 
26億6,472万円 
（55.8％）〈＋2.7〉 

市民税 
16億 
1,774万円 
（33.9％） 
〈△1.8〉 

市町村たばこ税 
2億3,487万円 
（4.9％）〈＋5.0〉 

都市計画税 
1億6,002万円 
（3.3％）〈＋1.7〉 

その他 
9,997万円 
（2.1％）〈＋0.7〉 

土木債 
90億4,325万円 
（53.8％）〈＋3.9〉 教育債 

26億1,384万円 
（15.6％）〈△5.8〉 

総務債 
14億8,384万円 
（8.8％）〈△3.9〉 

減税補てん債等 
13億5,383万円 
（8.1％）〈＋1.4〉 

農林水産業債 
10億9,616万円 
（6.5％）〈＋5.9〉 

災害債 
3億1,171万円 
（1.9％）〈△9.5〉 

民生債 
1億8,008万円 
（1.1％）〈△13.4〉 

その他 
6億9,696万円 
（4.2％）〈＋7.7〉 

普通建設事業費 
39億5,960万円 
（19.8％）〈△25.2〉 

人件費 
30億 
9,181万円 
    （15.5％） 
       〈△8.3〉  

補助費等23億8,129万円 
（11.9％）〈＋14.4〉 

貸付金23億0,204万円 
（11.5％）〈△7.7〉 

公債費 
20億3,688万円 
（10.2％）〈＋4.4〉 

物件費 
18億9,534万円 
（9.5％）〈＋4.1〉 

扶助費 
16億8,729万円 
（8.4％）〈＋2.6〉 

その他26億3,133万円 
（13.2％）〈＋9.7〉 

◆
総

務

費

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
推
進
事
業
…
…
…
…
１
３
、０
８
５

・
十
日
町
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ク
タ
ン
ク
運
営
事
業
…
１
、７
０
０

◆
民

生

費

・
老
人
福
祉
施
設
入
所
措
置
事
業
…
…
…
…
…
４
７
、９
２
６

・
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
…
…
…
…
…
…
…
１
６
、９
１
１

・
知
的
障
害
者
福
祉
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
２
２
、４
９
７

・
私
立
保
育
所
運
営
委
託
事
業
…
…
…
…
…
…
４
５
、１
８
２

・
へ
き
地
保
育
所
運
営
委
託
事
業
…
…
…
…
…
１
５
、９
３
２

・
少
子
化
対
策
臨
時
特
例
事
業
…
…
…
…
…
…
…
３
、７
１
９

◆
衛

生

費

・
住
民
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
事
業
…
…
…
…
１
０
、６
３
１

・
日
本
一
の
健
康
都
市
づ
く
り
事
業
…
…
…
…
…
…

３
６
０

・
乳
・
幼
児
医
療
費
等
助
成
事
業
…
…
…
…
…
…
２
、３
５
６

・
予
防
接
種
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
７
、７
４
７

◆
農
林
水
産
業
費

・
農
業
振
興
・
水
田
営
農
活
性
化
対
策
事
業
ほ
か
…
…
１
１
、１
５
１

・
農
地
整
備
・
農
村
総
合
整
備
事
業
ほ
か
…
…
６
２
、７
８
７

・
林
業
振
興
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
７
、６
６
９

◆
商

工

費

・
商
工
業
振
興
補
助
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
１
２
、５
６
３

・
経
済
景
気
対
策
特
別
資
金
等
貸
付
事
業
…
１
５
１
、９
１
３

・
雪
ま
つ
り
ほ
か
観
光
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
９
、１
０
５

◆
土

木

費

・
道
路
新
設
改
良
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
４
、２
１
１

・
融
消
雪
施
設
建
設
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
３
１
、５
８
７

・
街
路
・
公
園
整
備
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
１
２
、２
３
０

・
区
画
整
理
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
７
、６
２
８

・
市
営
住
宅
建
設
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
７
、８
４
２

◆
教

育

費

・
心
の
教
室
整
備
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

８
３
３

・
小
・
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
事
業
…
…
…
２
、４
１
６

・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
運
動
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
21
教
育
推
進
事
業

…
２
、１
１
６

・
少
子
化
対
策
臨
時
特
例
事
業
…
…
…
…
…
…
…
１
、３
８
６

・
芸
術
・
文
化
振
興
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、２
７
０

・
国
宝
展
示
保
管
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、０
６
３

・
情
報
館
管
理
運
営
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
、３
０
８

・
水
沢
学
校
給
食
共
同
調
理
場
建
設
事
業
…
…
１
９
、４
４
４

・
健
康
体
力
増
進
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、２
５
４

11

市民１人に使われたお金

4ページ下の円グラフの歳出決算額

を、平成12年3月末住民基本台帳人口

44,028人で割った金額です。

歳出総額
１人当たり453,929円

土木費
96,999円

民生費
86,073円

教育費
50,960円

総務費
50,684円

商工費
44,676円

公債費
42,970円

衛生費
33,718円

農林水産業費
23,941円

その他
23,908円

市 税 の 状 況
（総額47億7,732万円）
〈前年度対比1.2％増〉

皆さんの納めた市税は、

4ページ下の歳入円グラフ

のとおり歳入の大きな部分

を占めています。

47億7,732万円のうち、

市民税と固定資産税で合わ

せて42億8,246万円、89.7

％となっています。

市債残高の状況
（総額167億7,967万円）
〈前年度対比1.1％増）

市債は、市が国や銀行な

どの金融機関から長期に借

り入れるお金です。トップ

の土木債は道路や河川など

の工事に、2番目の教育債

は学校建設などに使われて

います。

性質別歳出の状況
歳出決算額199億8,558

万円の使いみちを、同じ種

類ごとに分けたものを性質

別歳出といいます。

これに対して4ページ下

の歳出円グラフの土木費、

民生費、総務費などに分け

たものは目的別歳出といい

ます。

土　　　　地 936万1,464.96g

建　　　　物 19万5,186.65g

有 価 証 券 株　券

土　地

立　木

土　地

現　金

現　金

5億7,565万円

学 校 基 金
7万5,352.74g

2,347.00k

土地開発基金
3億6,676万円

3,824万円

その他基金
（一般会計分） 14億9,943万円

財 政 の 状 況
（12.3.31現在）

平
成
　
年
度

一
般
会
計
の
主
な
仕
事
（
単
位：

万
円
）



そ
の
他 

市
民
税 

固
　
定 

資
産
税 

都
　
市 

計
画
税 

市
町
村 

た
ば
こ
税 

25億 
4,443万円 
（55.8％） 
〈△5.5〉 

25億 
4,443万円 
（55.8％） 
〈△5.5〉 

15億 
3,868万円 
（33.8％） 
〈＋8.2〉 

15億 
3,868万円 
（33.8％） 
〈＋8.2〉 

2億 
1,696万円 
（4.8％） 
〈△5.6〉 

1億 
5,515万円 
（3.4％） 
〈△2.9〉 

1億 
0,063万円 
（2.2％） 
〈＋1.5〉 

分
担
金
及
び

負
担
金
17億8,793万円

（8
6.2

％
）
〈
＋
6
.9
〉

歳入 
20億7,353 
万円 

〈＋9.9〉 

繰越金 
7,436万円 

十日町市 
　6億5,387万円 
　（31.5％） 
　 〈＋6.1〉 

川西町 
3億3,228万円 
（16.0％） 
〈△18.7〉 

津南町 
2億6,160万円 
（12.6％） 
〈△2.8〉 中里村 

1億6,559万円 
（8.0％）〈＋23.1〉 

松代町 
2億0,706万円 
（10.0％）〈＋54.9〉 

松之山町 
1億6,753万円 
（8.1％） 
〈＋53.1〉 

県支出金 
1億0,390万円 
（5.0％） 
〈＋127.1〉 

繰越金 
8,152万円 
（3.9％）〈＋27〉 

国庫支出金 
4,446万円 
（2.2％）〈＋14.1〉 

組合債 
3,880万円 
（1.9％） 
〈＋45.9〉 

諸収入 
1,506万円 
（0.7％） 
〈△59.1〉 

寄附金 
100万円 
（0.1％）〈＋100〉 

使用料及び手数料 
83万円（0％）〈△36.6〉 

財産収入 
3万円（0％）〈△25〉 

企画管理費 
310万円 
（0.2％） 
〈31.9〉 

公債費 
5,437万円 
（2.7％） 
〈△16.5〉 

総務費 
2,046万円 
（1.0％） 
〈＋18.5〉 

議会費 
114万円 
（0.1％） 
〈＋4.6〉 

歳出 
19億9,917 
万円 

〈＋10.8〉 

消防費 14億3,32
8万
円

（
71
.7
％
）
〈
＋
0
.8
〉

企
画
振
興
費
4億
8,9
92
万円
（2

4.5％
）〈＋
63.8〉

非常備消防費 
2億1,991万円 
（11.0％）〈＋8.6〉 

非常備消防費 
2億1,991万円 
（11.0％）〈＋8.6〉 

      里創プラン 
      事業費 
  4億 
8,682万円 
（24.3％） 
〈64.1〉 

常備消防費 
　11億0,255 
　　　　万円 
　　  （55.2％） 
　　　〈＋3.6〉 

消防施設費 
1億1,082万円 
（5.5％）〈△28.6〉 

消防施設費 
1億1,082万円 
（5.5％）〈△28.6〉 
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一
部
事
務
組
合
の
11
年
度
決
算
・

12
年
度
６
月
末
予
算
執
行
状
況

十日町市、川西町、津南町、中里村、松代町、松之山町で運営する組合で、広域企

画振興、消防・救急業務、総合福祉センター御陣荘、と畜場（11年度末で閉場）、家畜

指導診療所の事業を行っています。注：（ ）内は構成比、〈 〉内は前年度対比（単位：％）

十 日 町 地 域 衛 生 施 設 組 合

十 日 町 地 域 広 域 事 務 組 合

十日町市、川西町、松代町で運営する組合で、ごみ処理、し尿処理、新火葬

場の建設などの事業を行っています。注：（ ）内は構成比、〈 〉内は前年

度対比（単位：％）

11 年 度 一 般 会 計 の 決 算

11 年 度 一 般 会 計 の 決 算

11年度特別会計の決算　（単位：万円・％） 

組合債残高の状況　（単位：万円） 
消 防 庁 舎 建 設 事 業 

消 防 施 設 整 備 事 業 

地 域 総 合 整 備 事 業 

公共用地先行取得等事業 

　合　　　　　　　計 

3,714 

1億0,034 

4億2,535 

6,140 

6億2,423

合　　　計 

会　計　名 

総 合 福 祉  
セ ン タ ー  

と畜場事業 

家 畜 指 導 
診　療　所 

土 地 取 得 
事　　　業 

歳入額 
（前年度対比） 

歳出額 
（前年度対比） 繰越金 

1,522 
〈△20.9〉 

2,063 
〈△25.1〉 

6,312 
〈△2.3〉 

622 
〈△89.0〉 

1億0,519 
〈△37.4〉 

1,522 
〈△19.6〉 

1,637 
〈△35.1〉 

5,230 
〈＋2.6〉 

595 
〈△89.5〉 

8,984 
〈△40.7〉 

0 

426 

1,082 

27 

1,535

11年度出動・利用状況 

十日町市 

川 西 町  

津 南 町  

中 里 村  

松 代 町  

松之山町 

圏 域 外 

合　　計 

消防車等 救急車 総合福祉 センター と畜場 
家畜指導 
診 療 所 

77 

19 

24 

11 

10 

0 

3 

144

935 

215 

321 

106 

134 

105 

14 

1,830

278 

47 

11,877 

257 

 

 

158 

12,617

4,926 

71 

4,146 

 

 

 

 

9,143

6,459 

12,698 

17,827 

601 

312 

263 

 

38,160

25億9,298 

2,156 

4,973 

121 

7,250 

26億6,548

26億0,378 

2,156 

4,973 

121 

7,250 

26億7,628

5億2,850 

456 

2,189 

45 

2,690 

5億5,540

4億5,110 

93 

1,173 

56 

1,322 

4億6,432

と 畜 場 事 業 

 家畜指導診療所 

 土地取得事業 

 計 

会　　計　　名 

一　般　会　計 

合　　　　　計 

特 

別 

会 

計 

当初予算額 6月末予算額 収入済額 支出済額 

12年度一般・特別会計の6月末予算執行状況 （単位：万円） 

件 件 人 頭 件 

歳出 
10億1,008 
万円 

〈＋35.2〉 

歳入 
10億5,501 
万円 

〈＋35.5〉 

繰越金 
4,493万円 

分
担
金
及

び
負
担金9億1,300万

円（
86
.5％

）〈
＋
25
.7
〉

十日町市 
7億9,350万円 
（75.2％）〈＋23.3〉 

川西町 
9,895万円 
（9.4％） 
〈＋19.4〉 

松代町 
2,055万円 
（1.9％） 

組合債 
8,730万円 
（8.3％） 

繰越金 
3,174万円 
（3.0％）〈＋108.5〉 

使用料及び手数料 
2,218万円 
（2.1％）〈△39.3〉 

その他79万円 
（0.1％）〈＋61.2〉 

公債費 
3億2,826万円 
 （32.5％） 
 〈＋5.0〉 

じん芥処理費 
2億7,815万円 
（27.5％）〈＋35.1〉 

一般管理費 
1億8,282万円 
    （18.1％） 
    〈△3.9〉 

火葬場建設費 
1億2,438万円 
（12.3％） 

し尿処理費 
6,091万円 
（6.0％） 
〈＋96.4〉 

最終処分場費 
2,803万円 
（2.8％） 

その他 
753万円 
（0.8％）〈＋3.2〉 

組合債残高の状況 
（単位：万円)

ご  み  処  理  施  設 

し  尿  処  理  施  設 

火   葬   場   施   設 

　合　　　　　計 

当   初   予   算   額 

6  月  末  予  算  額 

収　入　済　額  

支　出　済　額  

20億6,974 

2億8,973 

8,730 

24億4,677

16億0,149 

16億0,888 

2億7,718 

2億5,964

12年度一般会計の 
6月末予算執行状況 

（単位：万円） 

市
の

年
度
６
月
末
予
算
執
行
状
況
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12年度一般・特別会計の６月末予算執行状況

一般会計の6月末

歳入・歳出予算

歳出総額
１人当たり433,882円

土木費
85,388円

民生費
69,998円

教育費
54,098円

公債費
50,918円

総務費
43,036円

商工費
42,807円

衛生費
37,598円

農林水産業費
24,043円

その他
25,997円

右表は一般会計と各特別会計の

平成12年度6月末の予算執行状況

です。

一般会計と特別会計の国民健康

保険・簡易水道・下水道事業・老

人保健・農業集落排水事業・介護

保険が補正されて当初予算額より

も増加または減少しています。

一般会計についてみると6月末

予算額191億0,428万円〈前年度

対比2.8％減〉に対して、収入済額

51億8,423万円（収入率27.1％）、

支出済額43億5,040万円（執行率

22.8％）となっています。

市民１人に

使われるお金

上の円グラフの歳

出予算額を、平成12

年６月末住民基本台

帳人口44,031人で割

った金額です。

注）人件費・事務費及びほかの地方公共団体
が実施する事業に対する負担金は除く。

合　　計 30億6,687 ９億0,558（29.5％）

単独事業 17億4,508 ４億7,775（27.4％）

補助事業普通
建設
事業

13億2,179 ４億2,783（32.4％）

事 業 名 ６月末予算額 執行済額（率）

公共事業執行状況

普通建設事業の12年度一般会計の6月

末予算額30億6,687万円〈前年度対比

2.4％増〉に対して、執行済額9億0,558

万円、執行率29.5％となっています。

（単位：万円）

一 般 会 計

国民健康保険 26億4,470 ＋7.4 26億4,200 4億9,911 3億2,833＋7.5

簡 易 水 道 9億1,630 ＋32.3 9億3,669 1億6,875 3,570＋35.0

下水道事業 23億4,130 △0.3 26億9,455 4億2,842 1億1,804＋10.8

老 人 保 健 43億8,090 △3.6 43億8,745 7億1,714 8億3,096△4.7

農業集落排水事業 10億8,590 ＋128.6 10億9,536 3,670 4,689＋126.0

18億7,840 － 18億8,702 1億8,244 1億5,370－介 護 保 険

合　　　計

計

321億3,750 ＋7.6 327億4,735 72億1,679 58億6,402＋8.0

132億4,750 ＋25.9136億4,307 20億3,256 15億1,362＋27.8

188億9,000 △2.4 191億0,428 51億8,423 43億5,040△2.8

会　計　名 当初予算額 前年度
対　比

6月末予算

額
収入済額 支出済額前年度

対　比

特
　
別
　
会
　
計

（単位：万円・％）

市 税 の 状 況
（総額45億5,585万円）

注：
（ ）内は構成比、
〈 〉内は前年度対比（単位：％）

注：
（ ）内は構成比、
〈 〉内は前年度対比（単位：％）

歳入 
191億0,428 
万円 

〈2.8％減〉 

歳出 
191億0,428 
万円 

〈2.8％減〉 

地方交付税 
59億8,500万円 
（31.3％） 
〈＋4.7〉 

市税 
45億5,585万円 
（23.8％）〈△1.0〉 

諸収入 
24億7,340万円 
（12.9％）〈△22.5〉 

市債 
16億0,550万円 
（8.4％）〈＋11.0〉 

国庫支出金14億0,364万円 
（7.3％）〈△14.7〉 

県支出金 
10億1,476万円 
（5.3％）〈＋1.8〉 

その他 
21億6,613万円 
（11.0％）〈△2.7〉 
 

土木費 
37億5,974万円 
（19.7％）〈△9.8〉 

民生費 
30億8,207万円 
（16.1％） 
〈△10.4〉 

教育費 
23億8,200万円 
（12.5％）〈＋9.6〉 

公債費 
22億4,195万円 
（11.7％）〈＋17.4〉 

総務費 
18億9,491万円 
（9.9％）〈△4.2〉 

商工費 
18億 
8,483万円 
（9.9％） 
〈△26.3〉 

衛生費 
16億5,546万円 
（8.7％）〈＋16.2〉 

農林水産業費 
10億5,864万円 
（5.5％）〈＋15.4〉 

その他 
11億4,468万円 
（6.0％）〈＋5.5〉 
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味
が
そ
こ
な
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
今
後
、
地
方
分
権
が
進
む

中
で
、
地
方
都
市
で
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
そ
の
街
ら
し
さ
、
つ
ま
り
個

性
を
求
め
ら
れ
る
時
代
が
や
っ
て
く

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
中
心
市
街
地

は
、
ま
さ
に
「
そ
の
街
ら
し
さ
＝
顔
」

と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な

時
、
中
心
市
街
地
が
さ
び
れ
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
憂
慮
す
べ

き
こ
と
で
す
。
空
洞
化
に
歯
止
め
を

か
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
理
由
が
こ

こ
に
あ
り
ま
す
。

①
既
存
計
画
と
の
整
合
等

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
「
新
十
日

町
市
長
期
発
展
計
画
」
と
「
十
日
町

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
お

よ
び
関
連
す
る
他
の
計
画
と
の
整
合

等
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
関
連
す
る
計
画
の
主
な
も

の
は
、
「
特
定
商
業
集
積
整
備
基
本

構
想
等
作
成
調
査
報
告
書
」
「
十
日

町
市
商
業
集
積
基
本
構
想
報
告
書

(

中
心
街
ま
ち
づ
く
り
パ
イ
ロ
ッ
ト

プ
ラ
ン)

」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
２

つ
の
計
画
は
作
成
か
ら
５
〜
６
年
が

経
過
し
て
い
ま
す
。
環
境
の
変
化
も

あ
り
、
実
現
性
の
高
い
部
分
を
再
構

築
し
、
今
回
の
計
画
の
中
に
取
り
入

れ
て
い
く
考
え
で
す
。

②
策
定
の
組
織

策
定
組
織
は
、
「
策
定
委
員
会
」

と
「
作
業
部
会
」
が
中
心
と
な
り
ま

す
。
作
業
部
会
が
基
本
計
画
の
素
案

を
つ
く
り
、
策
定
委
員
会
は
そ
の
素

案
を
審
議
・
承
認
す
る
組
織
で
す
。

策
定
委
員
会
は
、
商
業
関
係
者
、
一

般
市
民
、
商
工
会
議
所
等
の
関
係
機

関
、
お
よ
び
国
の
機
関(

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー)

で
構
成
し
ま
す
。
作
業
部
会

に
つ
い
て
は
、
商
業
関
係
者
、
一
般

市
民
、
商
工
会
議
所
、
お
よ
び
市
役

所
の
関
係
課
長
で
構
成
し
ま
す
。

ま
た
、
策
定
に
関
わ
ら
な
い
商
店

街
関
係
者
に
策
定
の
経
過
等
を
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
商
店
街
振
興

組
合
連
合
会
に
中
心
市
街
地
商
店
街

連
絡
調
整
会
議
と
し
て
参
画
い
た
だ

き
、
情
報
を
伝
え
る
一
方
で
関
係
者

の
意
見
も
く
み
上
げ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
策
定
に
関
す
る
調
査
・

情
報
収
集
お
よ
び
関
連
資
料
の
作
成

等
を
「
十
日
町
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ク

タ
ン
ク
」
に
委
託
し
ま
す
。

一
方
、
市
で
は
、
中
心
市
街
地
で

ど
の
よ
う
な
事
業
が
実
施
で
き
る
か
、

ま
た
事
業
の
提
案
に
つ
い
て
実
現
性

の
有
無
を
検
討
す
る
内
部
の
組
織

(

庁
内
連
絡
会
議)

を
設
置
し
ま
す
。

策
定
委
員
会
の
開
催
は
３
回
、
作

業
部
会
は
３
〜
５
回
、
中
心
市
街
地

商
店
街
連
絡
会
議
と
庁
内
連
絡
会
議

は
、
本
計
画
の
進
捗
状
況
に
合
わ
せ

て
開
催
し
、
年
内
に
策
定
を
完
成
す

る
予
定
で
す
。
そ
の
後
、
本
基
本
計

画
に
基
づ
い
て
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
機
関
（
Ｔ
Ｍ
Ｏ
）
が
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構

想
・
Ｔ
Ｍ
Ｏ
計
画
を
作
成
し
、
事
業

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い

て
、ご
意
見
等
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
今
年
度
、
中
心
市
街
地
活
性
化
法
に
基
づ
き
、「
十
日
町

市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
中
心
市
街
地
の

活
性
化
の
た
め
、
お
お
む
ね
10
年
先
を
見
据
え
た
方
針
や
目
標
、
実
施

す
る
事
業
な
ど
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

中
心
市
街
地
活
性
化
の
必
要
性
と
基
本
計
画
の
進
め
方
等
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
に
着
手

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

〜
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
〜

策
定
の
進
め
方

Ｔ
Ｍ
Ｏ
と
は
、
ア
ー
ケ
ー
ド

や

駐
車
場
な
ど
商
業
基
盤
整
備

や
ソ
フ
ト
事
業
を
総
合
的
に
推

進
し
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る

商
業
集
積
の
一
体
的
か
つ
計
画

的
な
整
備
を
運
営
・
管
理
す
る

機
関
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

策定委員会の様子

④
中
心
市
街
地
の
住
環
境
を
ど
の
よ

う
に
思
い
ま
す
か
（
有
効
回
答：

３
２
１
件
）

⑤
買
い
物
以
外
で
中
心
市
街
地
を
利

用
す
る
目
的
は
何
で
す
か
（
有
効

回
答：

３
３
５
件
）

⑥
中
心
市
街
地
の
商
店
街
に
賑
わ
い

を
つ
く
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う

な
施
設
（
機
能
）
が
必
要
で
す
か

（
有
効
回
答：

３
３
４
件
）

⑦
中
心
市
街
地
の
商
店
街
に
望
む
も

の
は
何
で
す
か
（
有
効
回
答：

３

３
７
件
）

②
中
心
市
街
地
の
交
通
環
境
を
ど
の

よ
う
に
思
い
ま
す
か
（
有
効
回

答：

３
３
０
件
）

③
前
質
問
②
の
「
好
ま
し
く
な
い
」

の
理
由
は
何
で
す
か
（
回
答
数：

１
３
７
件
）

●
違
法
駐
車
に
関
す
る
も
の
…
71
件

●
歩
行
者
・
自
転
車
の
空
間

確
保
に
関
す
る
も
の
…
…
…
20
件

●
交
差
点
な
ど
の
支
障
を

指
摘
す
る
も
の
…
…
…
…
…
17
件

●
歩
道
の
私
物
化
に
関
す
る

も
の
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
件

●
自
転
車
の
通
行
量
が

多
す
ぎ
る
…
…
…
…
…
…
…
４
件

●
そ
の
他
（
踏
切
の
長
時
間

し
め
き
り
な
ど
）
…
…
…
…
20
件

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に

あ
た
り
、
商
店
街
の
実
態
お
よ
び
都

市
の
機
能
性
に
つ
い
て
、
関
係
者
の

考
え
を
客
観
的
に
把
握
し
、
計
画
策

定
に
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
に
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん

に
う
か
が
っ
た
主
な
項
目
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
世
帯：

７
０
０
世
帯

回
答
数
率：

３
４
９
世
帯

（
49
・
86
％
）

（
単
数
回
答
…
円
グ
ラ
フ

複
数
回
答
…
棒
グ
ラ
フ
）

①
中
心
市
街
地
が
持
つ
べ
き
役
割
・

機
能
は
何
で
す
か
（
有
効
回
答：

３
４
０
件
）

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

駐車場 休憩所 
トイレ 

ショッピング 
センター ミニ公園 

自転車 
バイク置場 

（241件） 
72.2％  

（172件） 
51.5％ （164件） 

49.1％ 

（61件） 
18.3％ 

（54件） 
16.2％ 

（241件） 
72.2％  

（172件） 
51.5％ （164件） 

49.1％ 

（61件） 
18.3％ 

（54件） 
16.2％ 

騒音に迷惑している 
（26件）8.1％ 

普通（特に問題はない） 
（231件）72.0％ 

その他 
（15件） 4.7％ 

よい （23件）7.1％ 

不便である 
（26件）8.1％ 

割安な 
商品 品揃え 営業時間 延長 

賑わう 
仕掛け 

接客 
サービス 

（203件） 
60.2％ 

（148件） 
43.9％ 

（119件） 
35.3％ （107件） 

31.8％ 

（84件） 
24.9％ 

（203件） 
60.2％ 

（148件） 
43.9％ 

（119件） 
35.3％ （107件） 

31.8％ 

（84件） 
24.9％ 

金融機関 飲食店 病院・歯科 その他の サービス業 勤務先有 

（278件） 
83.0％ 

（148件） 
44.2％ （132件） 

39.4％ 

（76件） 
22.7％ （63件） 

18.8％ 

（278件） 
83.0％ 

（148件） 
44.2％ （132件） 

39.4％ 

（76件） 
22.7％ （63件） 

18.8％ 

活気・賑わい 利便性 親しみ 楽しさ 交流性 

（219件） 
64.4％ 

（184件） 
54.1％ 

（114件） 
33.5％ （92件） 

27.1％ （80件） 
23.5％ 

（219件） 
64.4％ 

（184件） 
54.1％ 

（114件） 
33.5％ （92件） 

27.1％ （80件） 
23.5％ 

普通（特に問題はない） 
（173件）52.4％ 

よい（11件）3.3％ 

好ましくない 
（146件）44.3％ 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
商
工
労
政
係

1
57
―
３
１
１
１
内
線
２
６
４

中
心
市
街
地
は
古
く
か
ら
商
業
、

事
業
所
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
集

ま
り
、
人
々
の
生
活
や
娯
楽
や
交
流

の
場
と
な
り
、
ま
た
、
長
い
歴
史
の

中
で
独
自
の
文
化
や
伝
統
を
育
む
な

ど
、
街
の
「
顔
」
と
も
言
う
べ
き
場

所
で
す
。

し
か
し
近
年
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
進
展
と
住
民
の
消
費
ニ
ー
ズ

が
多
様
化
し
た
結
果
、
高
度
経
済
成

長
期
と
と
も
に
繁
栄
し
て
き
た
商
店

街
は
、
今
は
空
き
店
舗
が
発
生
す
る

な
ど
、活
気
を
失
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
一
般
的
に

中
心
市
街
地
の
魅
力
が
乏
し
く
な
っ

た
こ
と
に
加
え
、
人
口
の
減
少
傾
向

が
続
い
て
い
る
こ
と
、
中
心
市
街
地

の
土
地
が
高
く
、
ま
た
複
雑
な
権
利

関
係
な
ど
か
ら
事
業
所
や
住
民
の
生

活
空
間
が
中
心
市
街
地
か
ら
離
れ
る

状
況
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
悪

循
環
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
ま
ま

人
通
り
は
減
少
し
、
市
街
地
全
体
の

空
洞
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
は
人
の
集
ま
る
場
所

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
道
路
や
ア
ー
ケ

ー
ド
・
住
環
境
の
改
善
等
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
民
間
資
本
・
公
共
投
資

を
問
わ
ず
こ
れ
ま
で
に
多
額
の
資
金

が
投
下
さ
れ
て
き
た
場
所
で
す
。
中

心
市
街
地
か
ら
人
が
い
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
投
資
の
意

活
性
化
の
必
要
性

中
心
市
街
地
の
状
況

中
心
市
街
地
活
性
化
法

中
心
市
街
地
活
性
化
法
と
は
、

市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か

け
、
そ
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
平
成
10
年
７
月
に
施
行

さ
れ
た
法
律
で
す
。
法
律
に
基
づ

く
制
度
の
骨
子
は
、
①
住
環
境
の

向
上
の
た
め
に
行
う
道
路
・
公
園

等
の
都
市
基
盤
整
備
、
②
商
店
街

の
集
客
を
図
る
た
め
に
行
う
ア
ー

ケ
ー
ド
や
駐
車
場
等
の
商
業
基
盤

施
設
の
整
備
、
③
関
連
ソ
フ
ト
事

業
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
各

事
業
を
国
の
支
援
を
受
け
な
が
ら

市
町
村
や
商
業
関
係
者
が
主
体
的

に
実
施
し
中
心
市
街
地
の
活
性
化

を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。



機
会
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
自
治
組
織
や
各
種
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
と
の
連
携
・
協
力
を
一
層
強
固
な

も
の
に
す
る
な
ど
、
市
民
と
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

激
し
く
変
動
す
る
社
会
に
あ
っ
て
、

限
ら
れ
た
財
源
及
び
人
員
で
新
た
な

行
政
課
題
と
市
民
要
望
に
素
早
く
し

か
も
的
確
に
対
応
し
、
市
民
の
満
足

度
を
高
め
て
い
く
た
め
、
事
務
事
業

の
見
直
し
、組
織
・
機
構
の
簡
素
化
・

弾
力
化
を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
の

意
識
改
革
や
人
材
育
成
を
進
め
、
行

政
運
営
の
効
率
化
を
徹
底
し
ま
す
。

①
　
事
務
事
業
の
見
直
し

市
民
と
行
政
の
役
割
分
担
を
よ
り

明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た

財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
よ
り
市
民

の
満
足
度
を
高
め
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
事
務
事
業
の
適
正
か
つ
定
期
的

な
評
価
を
踏
ま
え
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
（
廃
止
と
新
設
）

の
徹
底
や
民
間
事
業
者
等
へ
の
外
部

委
託
の
推
進
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

（
規
模
の
有
利
性
）
を
生
か
し
た
効

率
化
の
追
求
な
ど
、
事
務
事
業
の
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

②
　
組
織
・
機
構
の
見
直
し

少
な
い
コ
ス
ト
で
よ
り
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
各
部

門
の
連
携
・
協
力
体
制
を
充
実
す
る

と
と
も
に
、
新
た
な
行
政
課
題
や
市

民
要
望
に
迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
簡
素
で
弾
力
的
な
組

織
・
機
構
へ
の
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

③
　
職
員
の
意
識
改
革
と
人
材
育
成

地
方
分
権
時
代
に
対
応
し
、
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
自
己
啓
発
へ
の
支
援

や
専
門
知
識
の
修
得
、
政
策
形
成
・

法
務
能
力
の
向
上
の
た
め
の
研
修
を

充
実
し
、
目
標
管
理
制
度
や
人
事
考

課
制
度
を
活
用
し
て
、
職
員
の
意
識

改
革
と
人
材
育
成
を
図
り
ま
す
。

④
　
職
員
数
の
目
標

平
成
19
年
度
ま
で
に
職
員
数
４
０

０
人
体
制（
平
成
12
年
度
４
１
４
人
）

を
目
指
し
ま
す
。

市
税
を
は
じ
め
と
す
る
財
源
の
充

実
・
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
事
業

の
実
施
効
果
の
評
価
結
果
を
予
算
に

適
正
に
反
映
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
の
確

立
や
行
政
コ
ス
ト
の
抑
制
、
削
減
を

図
り
、
新
た
な
行
政
課
題
と
市
民
要

望
に
的
確
か
つ
弾
力
的
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
財
政
計
画
に
基
づ
き
健
全

な
財
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

①
　
健
全
財
政
の
維
持

財
政
計
画
に
基
づ
く
計
画
的
な
財

政
運
営
を
行
い
、
健
全
財
政
の
維
持

に
努
め
ま
す
。

②
　
財
源
の
充
実
・
確
保

自
主
財
源
の
根
幹
で
あ
る
市
税
を

安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
、
納
税
意

識
の
高
揚
を
図
り
な
が
ら
収
納
率
の

向
上
に
努
め
、
特
定
の
人
た
ち
の
受

益
の
対
価
で
あ
る
使
用
料
、手
数
料
、

分
担
金
、負
担
金
な
ど
に
つ
い
て
は
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
益
に
相
応
し
い

負
担
と
な
る
よ
う
今
後
も
定
期
的
な

見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
国
・
県

補
助
金
等
の
適
切
か
つ
有
効
な
導
入

を
図
り
ま
す
。

③
　
評
価
結
果
を
踏
ま
え
た
予
算
編
　

成各
種
事
業
の
費
用
に
対
す
る
効
果

の
適
正
な
評
価
に
基
づ
き
、
予
算
を

既
得
権
化
す
る
こ
と
な
く
実
施
す
べ

き
事
業
を
適
正
に
選
択
し
重
点
的
に

配
分
す
る
予
算
編
成
シ
ス
テ
ム
の
確

立
を
図
り
ま
す
。

④
　
経
費
の
抑
制
と
削
減

人
件
費
等
の
義
務
的
経
費
、
物
件

費
、補
助
金
等
の
経
常
経
費
の
抑
制
、

削
減
を
図
る
と
と
も
に
、
公
共
工
事

の
コ
ス
ト
縮
減
な
ど
行
政
コ
ス
ト
全

般
の
抑
制
、
削
減
を
図
り
ま
す
。

⑤
　
財
政
指
標
の
数
値
目
標

平
成
19
年
度
に
お
け
る
経
常
収
支

比
率
に
つ
い
て
は
85
％
以
下
、
地
方

債
許
可
制
限
比
率
に
つ
い
て
は
、

12
％
以
下
を
目
指
し
ま
す
。
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こ
の
大
綱
は
、
少
子
・
高
齢
化
や

情
報
化
、
国
際
化
な
ど
社
会
が
大
き

く
し
か
も
急
速
に
変
化
し
、
ま
す
ま

す
多
様
化
、
複
雑
化
す
る
市
民
の
要

望
や
新
た
な
行
政
課
題
へ
の
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
る
今
日
、
平
成
10
年

度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
新
長
期

発
展
計
画
」
の
諸
施
策
を
最
も
効
果

的
か
つ
効
率
的
に
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
る
行
政
シ
ス
テ
ム
を
築
い
て
い

く
た
め
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

厳
し
さ
を
増
す
財
政
状
況
の
中

で
、
地
方
分
権
を
生
か
し
て
市
民
の

満
足
度
を
高
め
る
行
政
を
実
現
す
る

こ
と
を
目
指
し
、
「
市
民
と
の
協
働

に
よ
る
市
政
の
推
進
」、「
行
政
の
効

率
化
の
徹
底
」、「
健
全
な
財
政
運
営
」

の
３
つ
の
基
本
指
針
の
も
と
で
行
財

政
全
般
の
改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

市
民
に
き
め
細
か
で
満
足
度
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
市

政
を
よ
り
開
か
れ
た
も
の
と
し
、
市

民
と
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
よ
り
強
固
な
も
の
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
市
民
と
行
政
が
協
働
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
市
政
を
推
進

し
ま
す
。

①
　
開
か
れ
た
市
政
の
推
進

市
民
が
、
行
政
情
報
を
い
つ
ど
こ

で
も
入
手
で
き
、
ま
た
市
政
に
対
す

る
提
案
や
意
見
を
発
信
で
き
る
よ
う

広
報
広
聴
活
動
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
情
報
の
公
開
と
各
種
会
議
の

公
開
に
努
め
る
な
ど
、
よ
り
開
か
れ

た
市
政
を
進
め
ま
す
。

②
　
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
　

進施
策
や
事
業
の
計
画
策
定
、
実
施

段
階
に
お
い
て
市
民
が
参
加
で
き
る

市
民
と
の
協
働
に

よ
る
市
政
の
推
進

市
で
は
、
平
成
13
年
度
を
ス
タ
ー
ト
と
す
る
第
２
次
の
「
十
日
町
市
行
財
政

改
革
大
綱
」
を
本
年
７
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
大
綱
は
、
市
長
を
本
部
長
と
す
る
市
の
内
部
組
織
で
あ
る
「
十
日
町
市

行
政
改
革
推
進
本
部
」
で
検
討
を
行
い
、
さ
ら
に
市
民
で
構
成
す
る
「
十
日
町

市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」
の
審
議
を
経
て
策
定
し
た
も
の
で
す
。
平
成
13
年

度
か
ら
19
年
度
を
計
画
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
行
財
政
改
革
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
改
革
の
進
捗
状
況
を

「
十
日
町
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」
に
定
期
的
に
報
告
し
、
そ
の
助
言
な
ど

を
受
け
な
が
ら
、
市
民
の
理
解
と
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

今
回
は
、
行
財
政
全
般
の
改
革
を
推
進
す
る
３
つ
の
基
本
指
針
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

行
政
の
効
率
化
の

徹
底

健
全
な
財
政
運
営

平成13年度
スタート

十
日
町
市
行
財
政
改
革
大
綱

―
次
の
よ
う
な
考
え
方
で
行
財
政
全
般
の
改
革
を
推
進
し
ま
す
―

この大綱に基づき、今年度中に具体的な取組み事項を定めた実施計画

を策定して改革に取り組むことになりますが、次により市民の皆さんの

行財政改革を進めるための具体的で建設的な提案を募集します。

１、提案の内容は次のテーマから選択してください。

①　開かれた市政の推進

②　協働によるまちづくりの推進

③　事務事業の見直し

④　組織・機構の見直し

⑤　職員の意識改革と人材育成

⑥　健全財政の維持

⑦　財源の充実・確保

⑧　評価結果を踏まえた予算編成

⑨　経費の抑制と削減

２、様式は問いませんが、住所、氏名、電話番号を必ず記入してくださ

い。Ｅメールによる提案の場合も同様とします。また文字数の制限は

ありませんが、簡潔にまとめてください。

３、提出期限 平成12年９月30日(土)

４、問合せ・提出先 〒948-8501 十日町市千歳町３丁目３番地

十日町市企画人事課人事秘書係内

行財政改革推進係

Ｅメール　info@city.tokamachi.niigata.jp

（157－3111 内線211）

― 計画期間は、平成13年度から19年度まで ―

皆さんの提言・意見を募集します
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「
人
間
の
命
の
尊
さ
、
戦
争
を
し

て
は
い
け
な
い
。
ま
し
て
や
人
間
が

人
間
を
殺
し
て
は
い
け
な
い
の
で

す
。
他
人
の
幸
せ
を
願
っ
て
、
は
じ

め
て
自
分
の
幸
せ
が
あ
る
」

こ
れ
は
、
６
日
の
「
証
言
者
の
集

い
」
で
私
た
ち
に
お
話
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
山
本
恒
さ
ん
が
、
「
今
、
戦

争
に
対
し
て
ど
う
思
い
ま
す
か
」
と

い
う
質
問
に
対
し
て
答
え
て
く
だ
さ

っ
た
言
葉
で
す
。

私
た
ち
広
島
派
遣
団
は
、
５
日
に

平
和
記
念
資
料
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

学
校
で
ビ
デ
オ
な
ど
を
見
て
自
分
な

り
に
想
像
し
て
い
た
私
は
、
入
館
し

た
と
た
ん
、
自
分
の
考
え
の
甘
さ
に

気
が
付
き
ま
し
た
。
館
内
に
は
、

「
戦
争
」
と
い
う
た
っ
た
２
文
字
の
、

生
々
し
い
悲
惨
な
で
き
ご
と
を
あ
り

の
ま
ま
に
再
現
し
た
も
の
や
、
原
爆

の
恐
ろ
し
さ
を
私
た
ち
に
語
り
か
け

て
く
れ
る
よ
う
な
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
ド
ロ
ド
ロ
に
溶
け
た

１
升
ビ
ン
。折
れ
曲
が
っ
た
鉄
の
棒
。

ど
れ
も
が
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い

も
の
ば
か
り
で
し
た
。

６
日
の
平
和
祈
念
式
典
で
の
２
人

の
子
ど
も
代
表
が
読
み
上
げ
た
「
平

和
へ
の
誓
い
」
は
、
鳥
肌
が
立
つ
ほ

ど
力
強
く
立
派
で
し
た
。８
時
15
分
、

平
和
の
鐘
が
鳴
り
響
く
中
、
１
分
間

の
黙
と
う
。
長
い
よ
う
で
短
い
１
分

間
で
、
私
は
戦
争
が
二
度
と
起
き
な

い
こ
と
、
こ
の
平
和
が
続
く
よ
う
に

願
い
ま
し
た
。

「
証
言
者
の
集
い
」
と
「
原
爆
養

護
ホ
ー
ム
」
で
は
、
思
い
出
す
だ
け

で
も
つ
ら
い
と
お
っ
し
ゃ
り
な
が
ら
、

真
剣
に
私
た
ち
に
語
っ
て
く
だ
さ
っ

た
姿
は
、
被
爆
者
と
し
て
と
い
う
よ

り
も
、
一
人
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
し
て
孫
に
昔
話
を
し

て
い
る
か
の
よ
う
に
も
思
え
ま
し
た
。

55
年
前
の
夏
、
陸
軍
の
軍
人
で
あ

っ
た
山
本
さ
ん
は
、
原
爆
の
投
下
さ

れ
た
８
月
６
日
、
「
真
っ
白
い
光
を

浴
び
、
周
り
が
静
ま
り
か
え
り
、
見

え
な
く
な
っ
た
。兵
舎
に
帰
る
途
中
、

黒
い
雨
が
ほ
ほ
を
つ
た
っ
た
」
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
平
和
を
訴
え
、
願
っ
て

い
る
人
々
が
い
る
こ
と
を
、
世
界
中

の
人
た
ち
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
１
日
も
早
く
核

兵
器
と
い
う
恐
ろ
し
い
道
具
を
廃
絶

し
、
平
和
公
園
の
よ
う
に
、
世
界
平

和
が
広
が
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

広
島
に
、
こ
の
世
の
も
の
と
は
思

え
な
い
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
て
か

ら
、
今
年
で
55
年
の
年
月
が
流
れ
ま

し
た
。
そ
の
広
島
に
、
私
は
十
日
町

市
の
代
表
と
し
て
行
か
せ
て
い
た
だ

き
、
平
和
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

広
島
を
訪
れ
た
中
で
最
も
印
象
に

残
っ
た
の
が
、平
和
祈
念
式
典
で
す
。

式
典
の
平
和
宣
言
で
、
広
島
市
長
が

訴
え
ら
れ
た
「
人
間
の
存
在
そ
の
も

の
を
危
機
に
陥
れ
た
科
学
技
術
と
、

人
類
と
の
“
和
解
”
」
と
い
う
言
葉

は
、
ま
さ
に
今
、
世
界
中
の
人
々
が

行
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
し
た
。
「
和
解
」
そ
の
も
の

が
、
平
和
で
あ
り
、
核
廃
絶
そ
の
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
和

も
核
廃
絶
も
こ
の
世
界
中
で
ま
だ
達

成
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
現

実
の
問
題
の
厳
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
市
全
体
で
平
和
と
核

廃
絶
を
ア
ピ
ー
ル
し
続
け
て
い
る
、

世
界
最
初
の
被
爆
地
広
島
は
、
た
く

さ
ん
の
人
が
手
を
と
り
あ
い
な
が

ら
、
今
の
街
並
み
が
作
り
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
私
は
感

動
し
、
平
和
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
館
と
原
爆
養
護
ホ
ー

ム
で
は
、
原
爆
投
下
直
後
の
こ
と
を

２
人
の
方
か
ら
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
実
に
生
々
し
く
、
と
て
も
悲

し
く
つ
ら
い
お
話
で
し
た
。
思
い
出

し
た
く
も
な
い
思
い
出
を
、
私
た
ち

に
一
生
懸
命
伝
え
、
い
か
に
平
和
が

大
切
か
を
わ
か
ら
せ
て
く
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
原
爆
資

料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
も
の
以
上

の
惨
劇
が
、
55
年
前
の
広
島
に
起
こ

っ
た
こ
と
や
、
生
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
の
大
切
さ
を
真
剣
に
語
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
私
は
、
こ
れ
か
ら

も
こ
れ
ら
の
話
が
語
り
継
が
れ
て
、

も
う
二
度
と
原
爆
に
よ
る
惨
劇
が
起

こ
ら
ぬ
よ
う
に
と
強
く
願
い
ま
し
た
。

同
時
に
、
自
分
も
た
く
さ
ん
の
人
に

原
爆
に
よ
る
惨
劇
を
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
多
く
の
人
に
「
平
和
」

と
「
核
廃
絶
」
を
訴
え
て
い
き
た
い
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と
思
い
ま
す
。
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
も

の
に
満
た
さ
れ
て
、
平
和
と
い
う
言

葉
が
忘
れ
ら
れ
て
き
つ
つ
あ
る
日

本
。
も
う
一
度
、
日
本
が
過
去
の
惨

劇
を
思
い
出
し
、
平
和
に
つ
い
て
深

く
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

８
月
５
日
〜
７
日
、
私
は
２
つ
の

広
島
を
見
て
き
ま
し
た
。
１
つ
は
、

平
和
な
現
在
の
広
島
。も
う
１
つ
は
、

現
在
も
被
爆
者
の
心
の
中
に
残
さ
れ

て
い
る
55
年
前
の
広
島
で
す
。

現
在
の
広
島
は
、
平
和
の
象
徴
で

あ
る
ハ
ト
が
飛
び
交
う
緑
豊
か
な
町

で
す
。
し
か
し
、
町
の
一
角
に
は
55

年
前
の
つ
め
跡
が
く
っ
き
り
と
残
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
私
に

と
っ
て
最
も
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、

初
め
て
見
る
本
物
の
原
爆
ド
ー
ム
で

し
た
。
資
料
な
ど
で
は
見
ら
れ
な
い

細
か
い
所
も
近
く
か
ら
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
建
物
の
壁
は
く
ず
れ

落
ち
、
鉄
筋
が
む
き
出
し
に
な
り
、

ら
せ
ん
階
段
は
熱
線
や
爆
風
に
よ
り
、

ぱ
っ
と
見
た
だ
け
で
は
何
だ
か
わ
か

ら
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

原
爆
資
料
館
で
は
、
原
爆
投
下
が

急
が
れ
た
理
由
や
当
時
被
爆
さ
れ
た

方
々
の
遺
品
・
写
真
な
ど
、
と
て
も

衝
撃
的
な
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
何

も
知
ら
ず
に
爆
風
に
巻
か
れ
、
た
く

さ
ん
の
人
が
死
ん
で
い
っ
た
と
思
う

と
、
核
兵
器
は
必
ず
な
く
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
恐
ろ
し
い
も
の

と
実
感
し
ま
し
た
。

広
島
の
３
日
間
で
一
番
心
に
残
っ

た
こ
と
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
館
で
の
証

言
者
の
集
い
で
お
話
を
聞
い
た
こ
と

で
す
。
当
時
21
歳
で
陸
軍
の
軍
人
で

あ
っ
た
山
本
さ
ん
は
「
被
爆
後
、
た

く
さ
ん
の
被
爆
者
た
ち
が
山
の
方
へ

逃
げ
て
行
く
姿
を
見
ま
し
た
。
被
爆

者
た
ち
は
皆
怒
り
も
悲
し
み
も
感
じ

ら
れ
な
い
表
情
で
し
た
。
路
上
に
い

る
被
爆
者
た
ち
の
、
水
を
求
め
る
声

や
助
け
を
求
め
る
声
、
う
め
き
声
の

中
、
た
ね
油
を
ぬ
り
、
が
ま
ん
し
て

く
だ
さ
い
と
し
か
言
え
な
か
っ
た
」

と
み
け
ん
に
し
わ
を
寄
せ
な
が
ら
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
小
さ
な
数
秒
間
に
、
大
き
な
こ
と

が
起
き
て
し
ま
っ
た
。
人
で
あ
る
限

り
、
人
の
命
の
尊
さ
を
大
切
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

私
は
こ
の
貴
重
な
体
験
を
生
か
し

て
、
す
べ
て
の
国
、
す
べ
て
の
人
が
、

人
を
尊
ぶ
心
を
大
切
に
し
て
、
戦
争

や
差
別
、
核
兵
器
の
な
い
、
本
当
に

平
和
な
世
界
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
人
の
力
で
は
不
可
能
で
も
世
界
中

の
人
々
が
少
し
で
も
関
心
を
も
ち
、

協
力
を
す
れ
ば
、
将
来
そ
ん
な
日
が

必
ず
来
る
と
思
い
ま
し
た
。
私
も
世

界
の
中
の
一
人
と
し
て
、
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

“
原
爆
が
落
ち
て
し
ま
っ
た
”
…

確
か
に
こ
う
言
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ

ま
で
で
す
が
、
本
当
に
い
い
の
で
し

ょ
う
か
。
原
爆
が
落
ち
た
瞬
間
に
死

ん
で
し
ま
っ
た
人
た
ち
や
後
遺
症
が

出
て
し
ま
っ
た
人
た
ち
は
、
ど
う
で

も
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
だ
れ
も
い

い
と
は
思
わ
な
い
で
し
ょ
う
。

私
の
中
で
最
も
心
に
残
っ
て
い
る

の
は
、
資
料
館
で
し
た
。
ビ
デ
オ
や

本
な
ど
で
ち
ょ
く
ち
ょ
く
目
に
し
て

い
ま
し
た
が
、
や
は
り
自
分
の
目
で

見
る
と
さ
す
が
に
す
ご
い
と
思
い
ま

し
た
。
少
年
の
つ
め
や
皮
、
げ
た
に

影
と
な
っ
て
い
る
女
の
子
の
親
指
、

人
影
の
石
な
ど
生
々
し
い
も
の
ば
か

り
で
し
た
。
そ
し
て
、
８
時
15
分
で

止
ま
っ
て
い
る
時
計
。
だ
れ
か
が

「
時
計
を
見
て
、
８
時
15
分
で
止
ま

っ
て
い
る
と
思
う
だ
け
じ
ゃ
い
け
な

い
。
そ
の
時
計
を
し
て
い
る
人
が
い

て
、
そ
の
親
に
は
遺
骨
も
な
く
、
時

計
だ
け
が
遺
品
な
ん
だ
よ
」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。

私
は
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
す
ご

く
心
を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。
原
爆
に

よ
っ
て
被
害
に
あ
っ
た
人
は
、
そ
う

な
り
た
く
て
死
ん
だ
の
で
は
な
い
の

で
す
。
８
時
14
分
ま
で
は
み
ん
な
生

き
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

昨
年
ま
で
に
原
爆
に
よ
っ
て
亡
く
な

ら
れ
た
人
は
、
21
万
７
、
１
７
９
人

と
い
い
ま
す
。

「
舟
入
む
つ
み
園
」
の
被
爆
し
た

お
ば
あ
さ
ん
は
、
「
資
料
館
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
る
け
ど
、
あ
ん
な
生
や

さ
し
い
も
の
じ
ゃ
な
く
、
も
っ
と
ひ

ど
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

資
料
館
で
も
ひ
ど
い
と
思
っ
た
の

に
、
も
っ
と
ひ
ど
か
っ
た
と
い
う
の

は
、
今
幸
せ
に
生
き
て
い
る
私
た
ち

に
想
像
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

私
は
も
う
一
つ
、
「
も
し
、
１
９

４
５
年
８
月
６
日
、
９
日
に
広
島
、

長
崎
に
原
爆
が
落
ち
て
い
な
か
っ
た

ら
…
」
と
考
え
て
み
ま
し
た
。
原
爆

が
落
ち
る
前
、
日
本
は
軍
国
主
義
だ

っ
た
と
い
い
ま
す
。
も
し
落
ち
て
い

な
か
っ
た
ら
、
日
本
は
今
で
も
軍
国

主
義
だ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
で

も
、
原
爆
が
落
と
さ
れ
、
何
十
万
人

も
の
尊
い
命
を
う
ば
っ
た
出
来
事
は
、

変
え
が
た
い
事
実
で
す
。
原
爆
が
落

ち
た
か
ら
こ
そ
、
軍
国
主
義
へ
の
反

省
が
強
ま
り
、
人
々
の
団
結
力
が
強

く
な
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
も
深
く
人
々
の
心
と
歴
史
に

残
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
体
験
を
通
し
て
、
私
も
世
界

中
の
核
兵
器
廃
絶
を
応
援
し
て
い
き

た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

出
会
っ
た
人
た
ち
に
感
謝
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

広
島
を
訪
れ
て

池
田
　
智
美

写真左から中条中学校の池田さん、
桑原さん、大嶋さん、越井さんの４人

広
島
に
行
っ
て

桑
原
　
佳
織

１
つ
の
平
和
を

大
嶋
　
育
未

原
爆
死
没
者
慰
霊
碑

二
千
年
蓮
を
献
花
。
石
室
に
は
死

没
者
名
簿
が
納
め
さ
れ
て
い
ま
す

平和祈念式典会場

“原
爆
が
落
ち
た
”
だ

け
で
終
わ
り
じ
ゃ
な
い

越
井
　
恵
実

原爆の子の像

原
水
爆
禁
止
十
日
町
市
協
議
会
お
よ
び
十
日
町
市
で
は
、
原
爆
死

没
者
・
犠
牲
者
へ
の
慰
霊
と
平
和
を
願
い
、
今
年
も
広
島
市
（
小
川

元
一
団
長
ほ
か
９
名
、
８
月
５
日
g
〜
７
日
b
）、
長
崎
市
（
遠
田

徳
団
長
ほ
か
１
人
、
８
月
８
日
c
〜
10
日
e
）
の
平
和
式
典
に
参
加

し
ま
し
た
。
今
回
は
中
学
校
代
表
と
し
て
中
条
中
学
校
の
３
年
生
４

人
が
参
加
し
、
被
爆
者
の
方
々
か
ら
体
験
談
を
聞
く
な
ど
貴
重
な
体

験
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。

中学生感想文
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十日町総合高校写真部が優秀賞
～写真甲子園に２年連続出場～

第
11
回
十
日
町
カ
ッ
プ
高
校
サ
ッ
カ
ー

カ
ー
ニ
バ
ル
が
８
月
17
日
e
〜
20
日
a
ま

で
十
日
町
市
陸
上
競
技
場
ほ
か
市
内
７
会

場
で
行
わ
れ
、
全
国
の
強
豪
校
や
Ｊ
リ
ー

グ
ユ
ー
ス
、
地
元
高
校
な
ど
計
20
チ
ー
ム

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

大
会
は
十
日
町
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
と
ス

ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
新
聞
社
新
潟
支
局
の
主

催
で
行
わ
れ
、
延
べ
２
０
０
人
の
市
民
が

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
大
会
を
支
え
ま
し
た
。

大
会
規
模
や
参
加
校
の
水
準
、
継
続
年
数

は
県
内
で
も
群
を
抜
く
サ
ッ
カ
ー
大
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。
大
会
を
支
え
る
人
々
の

熱
意
と
行
動
力
は
、
２
年
後
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
誘
致
に
も
大
い

に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

全国の強豪校が真夏の熱戦
～十日町カップ高校サッカーカーニバル～

８
月
８
日
c
、
炎
天
下
の
中
、
建
設
省

北
陸
地
方
建
設
局
信
濃
川
工
事
事
務
所
と

市
の
呼
び
か
け
で
、
今
年
で
３
回
目
を
迎

え
る
ア
レ
チ
ウ
リ
の
駆
除
作
業
に
、
11
団

体
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ア
レ
チ
ウ
リ
は
、
繁
茂
す
る
と
河
川
敷

な
ど
で
大
群
生
を
つ
く
り
、
植
物
を
枯
ら

す
な
ど
、
生
体
系
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
北

米
原
産
の
帰
化
植
物
で
す
。
現
在
は
、
根

こ
そ
ぎ
抜
き
取
り
、
焼
却
す
る
以
外
に
駆

除
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。

見
分
け
方
と
作
業
場
所
の
指
示
を
受

け
、
種
が
流
れ
着
い
て
い
る
妻
有
大
橋
右

岸
高
水
敷
を
中
心
に
約
１
時
間
の
作
業
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。
今
後
も
注
意
深
く
植

生
の
監
視
を
続
け
て
行
く
予
定
で
す
。

ストップ・ザ・アレチウリ作戦
～厄介な代物の駆除作業に90人が汗～

このコーナーは、まちの話題や活動な

どを紹介しています。情報がありました

ら、企画人事課広報広聴係（157─3111

内線213）へ、お気軽にお寄せください。

トピックス
TOPICS

選
手
３
人
は
、
「
昨
年
と
同
じ
も

の
は
撮
れ
な
い
の
で
難
し
か
っ
た
。

３
年
連
続
出
場
を
目
指
し
て
が
ん
ば

り
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。
顧
問
の
田
邊
先
生
は
「
今
回
は

レ
ベ
ル
が
高
く
、
よ
く
や
っ
た
。
昨

年
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
違
う
視
点

づ
く
り
に
難
し
さ
が
あ
っ
た
。
同
じ

メ
ン
バ
ー
で
３
年
連
続
を
目
指
す
」

と
３
選
手
を
た
た
え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
５
日
g
〜
８
日
c
に

静
岡
で
開
催
さ
れ
た
第
24
回
全
国
高

等
学
校
総
合
文
化
祭
で
は
南
雲
さ
ん

の
「
神
社
ま
で
競
争
」
が
奨
励
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
（
写
真
左
か
ら
山

本
さ
ん
、
村
山
さ
ん
、
南
雲
さ
ん
）

第
７
回
全
国
高
等
学
校
写
真
選
手

権
大
会
（
写
真
甲
子
園
２
０
０
０
）

が
７
月
25
日
c
〜
28
日
f
に
北
海
道

上
川
郡
東
川
町
で
開
か
れ
、
十
日
町

総
合
高
等
学
校
写
真
部
（
田
邊
千
勝

顧
問
）
が
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

全
国
８
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
１
７
８
校

が
応
募
。
代
表
14
校
は
、
同
町
の
旭

岳
な
ど
を
中
心
に
「
自
然
」「
風
土
」

「
人
間
」
を
テ
ー
マ
に
計
28
点
の
カ

ラ
ー
写
真
を
発
表
し
ま
し
た
。
東

部
・
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
で
２
年
連

続
出
場
の
十
日
町
総
合
高
等
学
校

は
、
南
雲
さ
や
か
さ
ん
、
村
山
夏
樹

さ
ん
、
山
本
由
夏
さ
ん
の
２
年
生
３

人
が
健
闘
し
ま
し
た
。

第
41
回
新
潟
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
が
、
８
月
７
日
b
、
新
潟
市
民
芸

術
文
化
会
館
で
地
区
予
選
（
１
３
１

団
体
）
を
勝
ち
抜
い
た
中
学
校
38
団

体
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
学
校
Ｂ
（
編
成
35
人
以
下
）
に

出
場
し
た
十
日
町
中
学
校
（
35
人
・

田
中
ま
り
子
顧
問
）
と
南
中
学
校

（
35
人
・
山
田
好
一
顧
問
）
が
金
賞

に
輝
き
、
９
月
９
日
g
に
山
梨
県
で

行
わ
れ
る
西
関
東
大
会
に
出
場
し
ま

す
。
県
代
表
は
金
賞
を
受
賞
し
た
14

団
体
の
う
ち
上
位
９
団
体
で
、
十
日

町
中
学
校
は
平
成
７
年
・
８
年
に
次

ぐ
３
回
目
、
南
中
学
校
は
初
出
場
で

す
。
市
内
初
の
ア
ベ
ッ
ク
出
場
の
快

挙
に
関
係
者
も
沸
い
て
い
ま
す
。

十
中
の
田
中
先
生
は
「
大
会
前
の

練
習
で
は
、
南
中
と
お
互
い
に
聞
き

合
う
機
会
も
あ
り
、刺
激
に
な
っ
た
。

県
代
表
と
し
て
県
大
会
以
上
の
は
ず

か
し
く
な
い
演
奏
を
し
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。
生
徒
は
「
西
関
東
大

会
で
金
を
目
指
す
」
と
意
気
込
み
を

み
せ
て
い
ま
す
。

南
中
の
山
田
先
生
は
「
平
成
４
年

以
来
の
県
大
会
出
場
で
金
賞
と
初
の

西
関
東
大
会
の
切
符
を
手
に
し
た
。

県
代
表
と
し
て
自
信
を
持
っ
て
、
南

中
の
音
を
響
か
せ
て
き
た
い
。
演
奏

曲
は
、
Ｂ
で
は
演
奏
し
な
い
曲
で
び

っ
く
り
す
る
と
思
う
」
と
話
し
て
い

ま
す
。
３
年
生
部
員
は
「
最
後
の
年

に
県
代
表
に
な
り
最
高
の
喜
び
。
県

代
表
と
し
て
悔
い
の
な
い
演
奏
を
し

た
い
」と
初
出
場
を
喜
ん
で
い
ま
す
。

県
内
外
の
皆
さ
ん
に
リ
ゾ
ー
ト
体
験
を

し
て
も
ら
お
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
、

マ
イ
･
ラ
イ
フ
･
リ
ゾ
ー
ト
新
潟
整
備
推

進
協
議
会
主
催
の
「
夏
の
ふ
る
さ
と
物
語
」

が
、
県
内
７
つ
の
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
８

月
18
日
f
・
19
日
g
の
１
泊
２
日
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

十
日
町
コ
ー
ス
に
は
40
人
が
参
加
し
、

１
日
目
は
そ
ば
打
ち
体
験
や
ネ
ー
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト

ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
に
宿
泊
し
ま
し
た
。
２
日

目
は
草
木
染
め
の
体
験
を
行
っ
た
後
、
大

地
の
芸
術
祭
や
ク
ロ
ス
10
、
博
物
館
を
興

味
深
く
見
学
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
十
日

町
の
魅
力
に
触
れ
、
夏
休
み
の
思
い
出
づ

く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

夏のふるさと物語開催
～十日町の自然をおもいっきりEnjoy ～

「
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
テ
ー
マ
に
、
十
日

町
市
環
境
フ
ェ
ア
が
、
８
月
６
日
a
に
ク

ロ
ス
10
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
初
め

て
の
催
し
で
、
み
ん
な
で
環
境
保
全
に
取

り
組
も
う
と
い
う
も
の
で
す
。
環
境
に
配

慮
し
た
文
具
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
再
生
し

た
衣
服
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を
再
生
し
た
紙
な

ど
の
展
示
と
、
十
日
町
市
の
環
境
施
策
の

紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
、
１
５
０
人
の
来
場

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
川
西
町
に

新
設
さ
れ
た
、
㈲
井
上
商
店
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
処
理
工
場
の
見
学
会
も
併
せ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。見
学
し
た
30
人
の
皆
さ
ん
は
、

自
分
た
ち
の
出
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
、

衣
服
な
ど
の
原
料
と
し
て
再
生
さ
れ
て
い

く
様
子
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

環 境 フ ェ ア 開 催
～テーマは「リサイクル」～

西関東大会へ十中と南中が初のアベック出場
～新潟県吹奏楽コンクールで県代表～

3回目の出場となる十日町中学校の吹奏学部

初出場の南中学校の吹奏学部
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田
村
潤
子
さ
ん（
昭
和
町
３
）は
団

体
戦
と
な
る
ゴ
ル
フ
競
技
（
成
年
女

子
）に
出
場
し
ま
す
。雪
国
と
い
う
ハ

ン
デ
を
乗
り
越
え
、冬
季
に
は
、下
越

や
群
馬
県
へ
の
遠
征
を
重
ね
て
実
力

を
高
め
て
き
た
田
村
選
手
に
と
っ

て
、
今
年
の
国
体
は
、
３
年
連
続
の

出
場
と
な
る
も
の
で
す
。
「
全
国
ベ

ス
ト
10
を
目
標
に
が
ん
ば
り
ま
す
」

と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。

福
島
淳
史
く
ん（
十
高
１
年
）は
水

泳
競
技
の
少
年
男
子(

Ｂ)

２
０
０
ｍ

バ
タ
フ
ラ
イ
に
出
場
し
ま
す
。
先
に

長
野
市
で
開
催
さ
れ
た
北
信
越
高
校

総
体
の
決
勝
で
、
自
己
ベ
ス
ト
を
上

ま
わ
る
好
記
録
で
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。
続
く
新
潟
県
国
体
予
選
会
で

み
ご
と
優
勝
し
、
国
体
出
場
を
決
め

た
も
の
で
す
。
「
こ
の
夏
一
番
の
泳

ぎ
で
、
全
国
の
選
手
と
堂
々
と
戦
い

た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

〈
伍
社
宮
大
祭
・
奉
納
角
力
〉
▼
９
月
１
日
f
▼
塩
沢
町
大
字
関
▼
石
打

駅
か
ら
徒
歩
３
分
▼
江
戸
時
代
か
ら
続
く
「
宿
場
角
力
」
か
ら
発
展
し
、

地
方
力
士
と
大
学
相
撲
部
に
よ
る
奉
納
角
力
は
圧
巻
で
す
。
翌
日
２
日
g

に
は
子
ど
も
相
撲
大
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
▼
塩
沢
町
地
域
振
興
課
（
1
０

２
５
７
│
82
│
０
２
５
４
）

〈
大
池
ま
つ
り
〉
▼
９
月
23
日
g
▼
大
池
い
こ
い
の
森
第
三
キ
ャ
ン
プ
場

▼
大
池
い
こ
い
の
森
駅
か
ら
徒
歩
５
分
▼
青
空
市
場
、
と
ん
汁
・
地
酒
の

ふ
る
ま
い
、
鯉
・
に
じ
ま
す
の
つ
か
み
ど
り
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
▼
頸
城

村
産
業
課
（
1
０
２
５
５
│
30
│
２
３
１
１
）

〈
第
11
回
水
族
博
物
館
写
生
会
開

催
中
〉
▼
10
月
31
日
c
ま
で
▼
上

越
市
立
水
族
博
物
館
▼
直
江
津
駅

か
ら
徒
歩
10
分
▼
水
族
博
物
館
の

展
示
物
を
自
由
に
描
い
て
も
ら
い

ま
す
。
優
秀
作
品
は
表
彰
さ
れ
ま

す
▼
参
加
費
一
般
（
高
校
生
以
上
）

６
３
０
円
、
小
・
中
学
生
２
８
０

円
、
幼
児
（
３
歳
以
上
）
１
４
０

円
。
別
途
入
館
料
が
必
要
で
す
が
、

参
加
者
・
付
添
者
に
は
割
引
が
あ

り
ま
す
▼
上
越
市
立
水
族
博
物
館

（
1
０
２
５
５
│
43
│
２
４
４
９
）

マイレールほくほく線

ゴ
ー
ゴ
ー

ほ
く
ほ
く
線

９
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

101

交差点事故を防止しましょう。

平成11年中、十日町署管内における

交通事故の発生件数は383件、その内、

交差点事故は130件と全事故の33.9％を

占めています。

交差点事故の多くは、一時停止や安全

確認などの基本的な交通ルールを守らな

いために発生しています。交差点では確

実に一時停止し、はっきりと左右の安全

を確認しましょう。

9月の交通安全キャンペーン

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

12年 18(139） 21(160） 0（3） 38(353）

11年 22(137） 30(178） 0（1） 41(371）

７月の交通事故発生状況　　　（ ）内は1月からの累計生
ま
れ
故
郷
の
十
日
町
を
離
れ
て
50
年
。
い

ま
わ
し
い
太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
た
の
は
旧
制

中
学
２
年
生
の
時
で
す
。
思
春
期
を
戦
中
、
戦

後
の
狂
乱
、
混
乱
、
荒
廃
の
時
代
に
過
ご
し
、

あ
ま
り
楽
し
い
思
い
出
は
あ
り
ま
せ
ん
。

小
学
校
６
年
生
の
時
に
剣
道
選
手
と
し
て
、

中
魚
沼
郡
の
代
表
で
中
越
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。
野
本
和
雄
君
、
佐
野
金
蔵
君
な
ど
５
人
チ

ー
ム
で
１
、
２
回
戦
は
勝
ち
ま
し
た
が
、
３
回

戦
で
強
豪
長
岡
チ
ー
ム
に
２
対
３
で
負
け
た
と

思
い
ま
す
。
私
は
小
手
を
と
ら
れ
て
負
け
ま
し

た
が
、
感
触
が
い
ま
だ
に
残
っ
て
い
ま
す
。
コ

ー
チ
が
中
学
を
出
た
ば
か
り
の
桑
原
助
教
で
徹

底
的
に
絞
ら
れ
ま
し
た
。
中
学
で
も
剣
道
部
に

進
み
ま
し
た
が
巨
漢
の
広
川
４
段
に
親
の
あ
だ

の
よ
う
に
打
ち
の
め
さ
れ
転
が
さ
れ
ま
し
た
。

戦
後
、柔
道
は
い
ち
早
く
復
活
し
ま
し
た
が
、

剣
道
は
15
年
ほ
ど
し
て
や
っ
と
解
禁
し
ま
し

た
。
連
合
国
に
と
っ
て
日
本
人
と
日
本
刀
は
実

に
お
ぞ
ま
し
い
思
い
出
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

30
代
後
半
に
は
警
察
の
道
場
に
通
い
、
ス
ト
レ

ス
発
散
を
か
ね
て
練
習
し
ま
し
た
。
汗
の
染
み

こ
ん
だ
防
具
の
に
お
い
が
懐
か
し
く
感
じ
ら
れ

ま
す
。
悪
童
と
し
て
手
こ
ず
ら
せ
た
で
あ
ろ
う

恩
師
も
ほ
と
ん
ど
鬼
籍
に
入
ら
れ
ま
し
た
。

８
月
15
日
に
は
、
謹
ん
で
“
黙
と
う
”。

先
日
、
葛
飾
区
の
鈴
木
さ
ん
か
ら
「
９
月
９

日
g
に
立
正
佼
成
会
葛
飾
協
会
２
、
０
０
０
人

が
教
祖
の
一
乗
祭
に
バ
ス
50
台
で
十
日
町
を
訪

れ
る
」
と
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
鈴
木

さ
ん
や
協
会
に
「
ぜ
ひ
、
大
地
の
芸
術
祭
を
見

学
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望
し
ま
し
た
が
、
「
当

地
は
宿
泊
施
設
が
な
く
、
日
帰
り
で
あ
る
の
で

難
し
い
」
と
の
返
事
で
、
残
念
な
思
い
を
し
ま

し
た
。

大
地
の
芸
術
祭
に
は
、
７
月
29
日
g
〜
30
日

a
の
２
日
間
、
大
好
き
十
日
町
会
東
京
支
部
主

催
の
ツ
ア
ー
で
首
都
圏
か
ら
17
人
、
十
日
町
か

ら
11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
気
温
38
度
の
猛
暑

で
し
た
が
、
脱
落
者
も
な
く
無
事
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
２
年
続
け
て
塩
之
又
で
交
流
キ

ャ
ン
プ
を
し
て
き
た
十
日
町
市
子
供
会
連
合
会

の
親
子
73
人
が
、
８
月
19
日
g
〜
20
日
a
の
２

日
間
、
葛
飾
区
を
訪
問
し
葛
飾
区
宝
木
塚
こ
ど

も
会
の
親
子
55
人
と
共
に
１
日
２
泊
で
都
内
の

施
設
見
学
な
ど
を
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

19
日
に
は
葛
飾
区
助
役
、
区
議
会
議
員
、
宝

木
塚
小
学
校
長
な
ど
の
方
々
か
ら
も
ご
出
席
い

た
だ
き
大
々
的
に
「
開
村
式
」
を
行
い
ま
し
た
。

埼玉県川越市藤間916-45（昭和町３出身・68歳）

西 郷　祥 三 郎 さん 故郷 ふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさと
%0

東
京
事
務
所

東
京
都
中
央
区
銀
座
４
の
10
の
12

銀
座
サ
マ
リ
ヤ
ビ
ル
５
階

1
03-

３
５
４
６-
７
２
３
０（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）

〒104-0061十
日
町
市
子
供
会
連
合
会
の
親
子

８
月
19
日
〜
20
日
に
葛
飾
区
を
訪
問

イタスコ（Itasco）は、戦後の日本とイタリアの貿

易の草分け的存在で、日伊貿易拡大のコンサルタント

として貢献しています。日本事務所は東京都港区にあ

り、駐日代表を務めるコスタンツァ・ワルターさんは

コモ出身の女性です。彼女のお祖父様はコモでも有数

の染色工業の会社を経営されていました。彼女は、生

化学を専攻する学生として1960年代に日本の文部省

の奨学金を得て来日しました。1～2年の留学のつも

りがそのまま日本に滞在し、現在に至っています。

貿易面での主な課題は、日本の検査基準が厳しいの

で輸入許可を取るのに非常に時間がかかること。また、

流通経路が要因でイタリア製品が日本において高すぎる

ため、輸入が増えないことなどが挙げられるようです。

それらを克服し、日伊貿易を拡大させるため、日伊の架け

橋として第一線で活躍されているワルターさんです。

彼女は日本について、「どうでもいい条件や基準にこ

だわりすぎて余計な時間を要し、日本固有の完璧主義が

かえってマイナスになる場合がある」と言います。また、

「国際化を強調する時代ですが、日本人はとかく個性を

捨てて画一的になる部分が大いにあり、これは30年前

とあまり変わっていない」と辛口の指摘もありました。

今後の貿易や交流の上で大変参考になる意見でした。

（姉妹都市協力員　当重　茜さん）

日　伊　貿　易

ワルターさん（Italian  News  Digestより掲載）

９
月
９
日
G
〜
12
日
C
に
開
催
さ
れ
る
、
第
55
回
国
民
体
育
大
会
・
夏
季
大

会
に
、
市
内
か
ら
田
村
潤
子
さ
ん
（
ゴ
ル
フ
）
と
福
島
淳
史
く
ん
（
水
泳
）
が

出
場
し
ま
す
。
晴
れ
舞
台
で
の
お
二
人
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

福島淳史くん 田村潤子さん

田村潤子さんと福島淳史くんが出場

富山国体 
（夏季大会） 

富山国体 
（夏季大会） 

TOYAMATOYAMA

す

も

う
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９
月
30
日
g
〜
10
月
１
日
a
の
健

康
づ
く
り
フ
ェ
ア
・
市
民
福
祉
ま
つ

り
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
上
映
会

を
行
い
ま
す
。
■
日
時
＝
９
月
８
日

f
午
後
７
時
〜（
開
場
６
時
30
分
〜
）

■
場
所
＝
市
民
会
館
ホ
ー
ル
■
入
場

料
＝
３
百
円
、
中
学
生
以
下
無
料

（
会
場
で
当
日
券
販
売
も
実
施
）
■

内
容
＝
生
ま
れ
な
が
ら
重
度
の
障
害

を
持
つ
遠
藤
滋
さ
ん（
東
京
都
在
住
）

と
彼
を
一
日
三
交
代
で
介
護
す
る
若

者
た
ち
の
交
流
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
■
前
売
券
取
扱
所
・

問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

（
内
線
１
４
２
）
へ
。

栗
拾
い
で
実
り
の
秋
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。
■
開
園
日
＝
９
月
10
日
a

■
入
園
料
＝
大
人
３
百
円
、
小
学
生

百
円
■
問
合
せ
＝
黒
沢
観
光
栗
園

（
1
52
│
２
８
２
４
）
ま
た
は
宮
沢

健
一
（
1
58
│
２
５
６
５
）
へ
。

■
期
間
＝
９
月
１
日
f
〜
30
日
g
終

日
（
最
終
日
の
み
午
後
３
時
ま
で
）

■
場
所
＝
十
日
町
駅
地
下
道
ギ
ャ
ラ

リ
ー
■
主
催
＝
十
日
町
絵
手
紙
教
室

■
問
合
せ
＝
事
務
局
桑
原
昭
夫
（
1

57
│
５
３
７
３
）
へ
。
※
た
だ
今
絵

手
紙
教
室
の
参
加
者
を
募
集
中

開
館
５
周
年
を
記
念
し
て
、
十
日

町
広
域
圏
内
の
保
育
園
・
学
校
・
養

護
お
よ
び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・

障
害
者
施
設
の
団
体
利
用
は
今
年
度

内
入
場
料
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
投
影
日
時
＝
毎
週
日
曜
日
午
前
11

時
〜
11
時
40
分
■
場
所
＝
中
里
村
Ｕ

モ
ー
ル
■
入
場
料
＝
一
般
２
百
円
、

中
学
生
以
下
百
円
■
問
合
せ
＝
中
里

村
教
育
委
員
会（
1
63
│
２
４
９
３
）

へ
。お

子
さ
ん
と
遊
び
に
来
ま
せ
ん

か
。子
育
て
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

■
日
時
＝
９
月
７
日
e
・
21
日
e
午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
■
会
場
＝

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
）
■
問
合
せ
＝
健
康
福
祉

課
児
童
家
庭
係
（
内
線
１
３
１
）
へ
。

親
と
子
（
３
歳
未
満
児
）
の
触
れ

合
い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
■
日

時
＝
９
月
５
日
c
・
12
日
c
・
17
日

a
・
19
日
c
・
26
日
c
午
前
10
時
〜

11
時
（
17
日
の
み
正
午
ま
で
）
■
会

場
＝
市
民
体
育
館
■
問
合
せ
・
申
込

み
＝
公
民
館
本
館
（
1
57
│
５
０
１

１
）
へ
。
※
12
日
は
和
田
敬
子
先
生

を
迎
え
ま
す
。
17
日
は
「
秋
の
運
動

会
」
を
実
施
し
ま
す
。

市
民
プ
ー
ル
は
８
月
31
日
e
を
も

っ
て
閉
場
し
ま
す
。
ご
利
用
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
12
年
度
の
65
歳
以
上
の
人
の

保
険
料
に
つ
い
て
、
納
め
方
や
金
額

な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
納
入
通
知
書

を
、
８
月
下
旬
に
個
人
宛
に
郵
送
し

ま
す
。
10
月
か
ら
実
際
に
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
保
険
料

の
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

納
付
書
で
介
護
保
険
料
を
納
め
る

普
通
徴
収
の
人
は
、
納
め
忘
れ
の
な

い
便
利
な
口
座
振
替
を
お
す
す
め
し

ま
す
。口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、

納
入
通
知
書
に
同
封
さ
れ
て
い
る

『
口
座
振
替
依
頼
書
』
を
記
入
し
て

最
寄
り
の
金
融
機
関
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
今
年
の
納
期
は
10
月
か

ら
２
月
ま
で
の
５
回
で
す
。

今
年
６
月
に
社
会
保
険
庁
か
ら
送

付
さ
れ
た
『
年
金
振
込
通
知
書
』
に

は
、
介
護
保
険
料
が
０
円
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
改
め
て
10
月
に
介
護

保
険
料
が
記
載
さ
れ
た
『
年
金
振
込

通
知
書
』
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の

保
険
料
額
は
納
入
通
知
書
で
お
知
ら

せ
す
る
も
の
と
同
じ
で
す
の
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
10
月
の
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
ま
す
。

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
」

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
改
善
し
て
も
ら

い
た
い
」
「
要
介
護
の
認
定
を
受
け

た
が
、
不
服
で
あ
る
」
な
ど
、
介
護

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
や
苦
情
を
次

の
と
こ
ろ
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
要
介
護
認
定
に

つ
い
て
＝
介
護
保
険
課
介
護
保
険
係

◎
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
＝
市
内

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
居
宅
介

護
支
援
事
業
者
（
左
表
参
照
）

65
歳
以
上
の
保
険
料

◆
普
通
徴
収
（
納
付
書

等
で
納
付
）
の
皆
さ
ん

◆
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

の
天
引
き
）
の
皆
さ
ん

相
談
・
苦
情
は
こ
ち
ら
へ

事  業  者  名 電話番号 

50－5012 

56－2106 

50－5190 

58－2243 

50－1516 

50－1288 

52－6988

十日町市社会福祉協議会 

三　　好　　園 

き　た　は　ら 

つ  ま  り  の  里 

や　ま　び　こ 

クリーンセキュリティ 

豊　　　　　楽 

■
日
時
＝
９
月
23
日
（
秋
分
の
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
競
技
開
始（
予
定
）

■
会
場
＝
十
日
町
市
陸
上
競
技
場
■

競
技
種
目
＝
小
学
生
男
子
千
５
百

ｍ
、
小
学
生
女
子
８
百
ｍ
、
中
学
生

男
子
３
千
ｍ
・
５
千
ｍ
、
中
学
生
女

子
千
５
百
ｍ
・
３
千
ｍ
、
高
校
・
一

般
男
子
５
千
ｍ
・
１
万
ｍ
、
高
校
・

一
般
女
子
３
千
ｍ
・
５
千
ｍ
■
参
加

費
（
一
種
目
）
＝
小
・
中
学
生
５
百

円
、
高
校
生
千
円
、
一
般
千
５
百
円

■
申
込
み
＝
９
月
６
日
d
（
必
着
）

ま
で
に
申
込
書
に
参
加
費
を
添
え
て

総
合
体
育
館
へ
。
申
込
書
は
提
出
先

に
配
置
■
問
合
せ
＝
総
合
体
育
館

（
1
52
│
４
３
７
７
）
へ
。

レ
ッ
ス
ン
プ
ロ
の
指
導
の
も
と
、

テ
ニ
ス
の
上
達
を
目
指
し
ま
せ
ん

か
。
初
心
者
・
中
級
者
大
歓
迎
■
日

時
＝
９
月
〜
11
月
の
第
１
・
第
２
・

第
３
水
曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午
■

会
場
＝
総
合
体
育
館
■
参
加
費
＝
入

会
金
２
千
円
、
月
々
３
千
円
（
ボ
ー

ル
代
・
コ
ー
ト
代
含
む
）
■
指
導
＝

井
口
勝
夫
プ
ロ
（
全
日
本
公
認
指
導

員
）
■
問
合
せ
・
申
込
み
＝
庭
野
智

子
（
1
52
│
２
７
１
１
）
へ
。

「
介
護
は
女
性
」
と
い
う
役
割
分

担
意
識
を
な
く
し
、家
庭
や
地
域
で
、

男
女
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

生
き
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
考
え
ま

せ
ん
か
。
手
話
通
訳
・
保
育
ル
ー
ム

有
り
■
日
時
＝
９
月
３
日
a
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
15
分
■
会
場
＝
公
民

館
本
館
■
受
講
料
＝
無
料
■
講
師
＝

樋
口
章
氏
（
介
護
の
社
会
化
を
す
す

め
る
新
潟
県
の
会
）
■
演
題
＝
男
の

介
護
体
験
と
介
護
の
社
会
化
■
保
育

ル
ー
ム
申
込
み
＝
８
月
29
日
c
ま
で

に
公
民
館
本
館（
1
57
│
５
０
１
１
）

へ
。
■
問
合
せ
＝
企
画
人
事
課
企
画

係
（
内
線
２
１
６
）
へ
。

県
内
５
校
の
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
で

は
13
年
度
生
を
募
集
し
ま
す
。
■
募

集
科
＝
①
高
卒
者
対
象
科：

メ
カ
ト

ロ
ニ
ク
ス
科
、Ｎ
Ｃ
機
械
科
、自
動
車

整
備
科
、
電
気
シ
ス
テ
ム
科
、
電
気

施
設
科
、
Ｏ
Ａ
事
務
科
、
ホ
テ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
科
、
織
布
科
②
義
務
教
育
修

了
者
以
上
対
象
科：

溶
接
科
、
金
属

プ
レ
ス
科
、
建
築
科
、
左
官
科
※
各

校
ご
と
に
募
集
科
が
異
な
り
ま
す
。

十
日
町
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
に
は
織
布

科
が
あ
り
ま
す
。
■
応
募
受
付
＝
推

薦
選
考
（
①
の
み
）
９
月
18
日
b
〜

10
月
２
日
b
、
一
般
選
考
10
月
18
日

d
〜
11
月
１
日
d
■
選
考
日
＝
推
薦

選
考
10
月
11
日
d
、
一
般
選
考
11
月

15
日
d
■
問
合
せ
＝
十
日
町
テ
ク
ノ

ス
ク
ー
ル
（
1
57
│
１
１
０
５
）
へ
。

労
働
省
所
管
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

カ
レ
ッ
ジ
、信
濃
川
テ
ク
ノ
・
ア
カ
デ

ミ
ー（
全
日
制
）で
情
報
処
理
技
術
者

を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。
■
募
集
定
員

（
履
修
期
間
）
＝
シ
ス
テ
ム
設
計
科
50

人（
２
年
間
）、
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
10

人
（
１
年
間
）
、
Ｏ
Ａ
秘
書
科
10
人

（
１
年
間
）情
報
処
理
技
術
研
究
科
５

人（
１
年
間
）■
入
学
選
考
日
＝
10
月

１
日
a
、
11
月
５
日
a
、
12
月
３
日

a
、
１
月
28
日
a
、
２
月
25
日
a
、

３
月
12
日
b
、
３
月
23
日
f
、
３
月

30
日
f
■
学
校
説
明
会
＝
９
月
９
日

g
、９
月
16
日
g
、９
月
23
日
g
以
降

随
時
■
そ
の
他
＝
Ｉ
Ｔ（
情
報
技
術
）

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

「
新
世
紀
　
夢
あ
る
く
ら
し
に
　
下
水
道
」

９
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

市
で
は
、
下
水
道
へ
の
関
心
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
現
在
、
下

水
道
工
事
を
実
施
し
て
い
る
伊
達
地

区
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

□
日
時
＝
９
月
８
日
f

午
後
４
時
〜
６
時

□
場
所
＝
伊
達
公
会
堂

□
内
容
＝
下
水
道
ビ
デ
オ
上
映
、
下

水
道
何
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
水

洗
ト
イ
レ
の
展
示
、工
事
の
パ
ネ
ル

展
示
、輪
投
げ
・
射
的
ゲ
ー
ム
な
ど

排
水
設
備
工
事
は
、
新
潟
県
で
行

う
認
定
試
験
に
合
格
し
、
登
録
を
受

け
た
責
任
技
術
者
で
な
け
れ
ば
行
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
年
の
認
定

試
験
は
、
11
月
19
日
a
に
長
岡
市
中

越
高
等
学
校
を
会
場
に
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
試
験
に
向
け
た
講
習
会

が
10
月
、
11
月
に
県
内
４
か
所
で
各

１
日
ず
つ
実
施
さ
れ
ま
す
。
試
験
・

講
習
会
希
望
者
は
下
水
道
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
申
込
用
紙

は
下
水
道
課
に
あ
り
ま
す
）

■
受
験
資
格

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
満
20

歳
以
上
の
人

①
土
木
お
よ
び
建
築
関
係
等
専
門
課

程
を
卒
業
し
た
人

②
高
校
以
上
を
卒
業
し
、
実
務
経
験

１
年
以
上
の
人

③
実
務
経
験
２
年
以
上
の
人

■
受
付
期
間

９
月
４
日
b
〜
14
日
e

下
水
道
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
資
格
試
験
・

受
講
講
習
会

■
問
合
せ
＝
下
水
道
課
（
西
本

町
３
・
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー

内
　
1
52
│
７
４
４
１
）
へ
。

下水道水洗化普及率　　(平成12年７月31日現在)
対象棟数(戸) 接続棟数(戸) 普及率(％)

中央第一処理区 

中央第二処理区 

川治処理区  

新座大井田処理区 

計 

吉田農業集落排水 

鐙島農業集落排水 

特定環境下水道 

全　　体　　計 

公
共
下
水
道 

2,579 

1,721 

1,186 

1,009 

6,495 

387 

370 

743 

7,995

2,498 

1,583 

962 

445 

5,488 

350 

146 

428 

6,412

96.9 

92.0 

81.1 

44.1 

84.5 

90.4 

39.5 

57.6 

80.2

ガイド
催し

映
画
「
え
ん
と
こ
」
上
映
会

黒
沢
観
光
栗
園
開
園

心
を
つ
な
ぐ
絵
手
紙
展

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

ド
ー
ム
中
里
「
き
★
ら
・
ら
」

お
も
ち
ゃ
図
書
館

９
月
の
な
か
よ
し
ラ
ン
ド

スポーツ
市
民
プ
ー
ル
閉
場

第
14
回
十
日
町

長
距
離
カ
ー
ニ
バ
ル

第
２
回
レ
デ
ィ
ー
ス

テ
ニ
ス
講
習
会
参
加
者
募
集

講座

第
３
回
女
性
セ
ミ
ナ
ー

「
男
の
介
護
体
験
と

介
護
の
社
会
化
」

募集
13
年
度
新
潟
県
立

テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
生
募
集

信
濃
川
テ
ク
ノ
・
ア
カ

デ
ミ
ー
学
生
募
集
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時
代
を
担
う
知
識
と
技
術
を
身
に
つ

け
よ
う
と
す
る
社
会
人
の
た
め
に
、

「
教
育
訓
練
給
付
金
制
度
」（
受
講
費

の
８
割
を
国
が
負
担
）
や
、
「
再
就

職
促
進
訓
練
」
（
受
講
料
無
料
・
基

本
手
当
・
受
講
手
当
、
通
所
手
当
支

給
）
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
■
資
料

請
求
・
問
合
せ
＝
信
濃
川
テ
ク
ノ
・

ア
カ
デ
ミ
ー
（
〒
９
４
７
│
０
０
２

６
小
千
谷
市
上
ノ
山
４
│
４
│
２
1

０
１
２
０
│
４
０
５
０
７
０
）
へ
。

新
潟
県
で
は
、
新
た
に
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
行
う
こ
と
な
ど
に
と
も

な
い
、
労
働
者
を
雇
い
入
れ
る
場
合

の
賃
金
や
雇
用
管
理
改
善
な
ど
の
経

費
に
対
し
て
助
成
す
る
「
介
護
雇
用

創
出
助
成
金
制
度
」
を
今
年
４
月
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
■
助
成
金
の

種
類
＝
①
雇
い
入
れ
た
労
働
者
の
賃

金
の
一
部
（
２
分
の
１
ま
た
は
３
分

の
１
）
を
助
成
②
教
育
訓
練
に
要
し

た
費
用
お
よ
び
教
育
期
間
中
の
賃
金

の
４
分
の
３
を
助
成
③
募
集
・
採
用

方
法
、
人
的
管
理
、
就
業
管
理
、
健

康
管
理
に
つ
い
て
雇
用
管
理
改
善
事

業
を
実
施
し
た
場
合
、
経
費
の
２
分

の
１
を
助
成
④
労
働
環
境
改
善
の
た

め
の
設
備
設
置
や
福
利
厚
生
充
実
の

た
め
の
福
祉
施
設
の
整
備
費
用
の
一

部
を
助
成
■
窓
口
・
問
合
せ
＝
7
介

護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
新
潟
支
部

（
1
０
２
５
│
２
４
７
│
１
９
６
３
）

へ
。■

受
験
資
格
＝
保
健
福
祉
医
療
に

関
す
る
国
家
資
格
等
を
持
ち
、
そ
の

業
務
で
５
年
以
上
の
従
事
経
験
を
有

す
る
人
■
試
験
日
時
＝
11
月
12
日
a

午
前
10
時
〜
正
午
■
試
験
会
場
＝
受

験
者
に
直
接
通
知
■
願
書
配
布
＝
県

庁
で
直
接
受
け
取
る
か
、
郵
送
（
２

７
０
円
切
手
を
貼
付
し
た
角
２
サ
イ

ズ
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
）
に
よ
り

依
頼
■
受
験
申
込
み
＝
９
月
１
日
f

〜
20
日
d
（
当
日
消
印
有
効
）
の
間

に
、
申
込
先
に
郵
送
ま
た
は
持
参
■

問
合
せ
・
申
込
先
＝
新
潟
県
庁
高
齢

福
祉
保
健
課
介
護
保
険
室
（
〒
９
５

０
│
８
５
７
０
1
０
２
５
│
２
８
５

│
５
５
１
１
）
へ
。

国
民
年
金
の
現
況
届
は
、
受
給
者

が
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る
権
利
が

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の

届
で
す
。
１
年
以
上
継
続
し
て
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
に
、年
１
回
、誕

生
月
の
初
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
届

い
た
現
状
届
は
は
が
き
に
な
っ
て
い

ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
切
手

を
は
っ
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
提

出
が
遅
れ
た
り
、忘
れ
た
り
す
る
と
、

年
金
の
支
払
い
が
一
時
停
止
さ
れ
ま

す
の
で
、
必
ず
誕
生
月
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
■
問
合
せ
＝
市
民
生
活

課
国
民
年
金
係
（
内
線
１
５
１
）
へ
。

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を
事
前

に
納
め
る
こ
と
の
で
き
る
前
納
制
度

が
あ
り
ま
す
。前
納
制
度
を
使
う
と
、

納
め
る
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
の

心
配
も
な
く
、
保
険
料
の
割
り
引
き

も
あ
っ
て
大
変
便
利
で
す
。現
在
、10

月
〜
来
年
３
月
ま
で
の
６
か
月
分
の

前
納
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
電
話

申
込
み
も
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
す

る
人
は
９
月
29
日
f
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
■
問
合
せ
・
申
込

み
＝
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
。

「
国
民
年
金
基
金
」は
、老
齢
基
礎

年
金
に
上
乗
せ
す
る
形
で
年
金
を
支

給
し
、
老
後
の
生
活
を
よ
り
豊
か
に

す
る
た
め
の
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
保
険

料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
人
や
農
業
者

年
金
の
加
入
対
象
者
を
除
き
、
国
民

年
金
の
第
１
号
被
保
険
者（
自
営
業
・

農
林
漁
業
な
ど
の
人
）
は
だ
れ
で
も

加
入
で
き
ま
す
。た
だ
し
、国
民
年
金

の
付
加
保
険
料
は
納
め
ら
れ
な
く
な

る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。掛
金
は
、

全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
受
け
る
年
金
は
公

的
年
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ゆ
と
り
あ
る
老
後
の
た
め
、
国
民
年

金
基
金
に
ぜ
ひ
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
新
潟
県
国
民
年
金
基
金

（
1
０
２
５
│
２
４
５
│
９
３
４
５
）

ま
た
は
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
。

市
で
は
ご
み
の
減
量
を
図
る
た
め

登
録
店
か
ら
「
家
庭
用
生
ご
み
処
理

容
器
」
を
購
入
し
た
場
合
、
次
の
金

額
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
電
動
式
も

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
■
補
助
金
額
＝
①
１
万
円

ま
で
の
も
の
は
50
％
補
助
（
補
助
限

度
額
３
千
円
）
②
１
万
円
を
超
え
る

も
の
は
30
％
補
助
（
補
助
限
度
額
１

万
５
千
円
）
■
対
象
期
間
＝
９
月
30

日
g
ま
で
■
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課

生
活
環
境
係
（
内
線
１
５
７
）
へ
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
９
月
中
旬
か
ら
新
し

い
電
話
帳
「
中
越
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
・

魚
沼
ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
」
を
ご
家
庭
や

企
業
に
お
届
け
し
ま
す
。
そ
の
際
、

今
ま
で
の
電
話
帳
は
、
紙
資
源
と
し

て
再
利
用
す
る
た
め
に
回
収
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

寝
た
き
り
に
な
る
主
な
原
因
は
脳

卒
中
と
骨
折
で
す
。
骨
量
は
40
歳
を

ピ
ー
ク
に
減
少
し
ま
す
。
特
に
女
性

は
要
注
意
。
検
診
を
受
け
て
み
ま
せ

ん
か
。
■
期
日
＝
10
月
１
日
a
（
受

診
時
間
は
後
日
通
知
し
ま
す
）
■
会

場
＝
ク
ロ
ス
10
■
対
象
者
＝
昭
和
６

年
４
月
２
日
〜
36
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
女
性
■
定
員
＝
３
百
人
・
申
込

受
付
順
■
受
診
料
＝
千
円
■
申
込

み
＝
９
月
８
日
f
ま
で
に
健
康
福
祉

課
健
康
増
進
係
（
内
線
１
４
３
）
へ
。

白
血
病
な
ど
血
液
の
難
病
は
骨
髄

移
植
に
よ
っ
て
治
療
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。移
植
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、

多
く
の
組
み
合
わ
せ
の
中
か
ら
患
者

さ
ん
と
骨
髄
提
供
者
の
白
血
球
の
型

を
一
致
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
「
骨
髄

バ
ン
ク
」
へ
の
登
録
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。
■
登
録
方
法
＝
保
健
所
や
公

共
機
関
に
置
か
れ
て
い
る
骨
髄
バ
ン

ク
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
チ
ャ
ン
ス
」

を
お
読
み
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
六

日
町
保
健
所
に
登
録
説
明
会
の
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。
■
登
録
説
明

会
＝
原
則
毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日

午
前
９
時
、
10
時
、
11
時
■
問
合

せ
・
説
明
会
予
約
＝
六
日
町
保
健
所

医
薬
予
防
課
（
1
０
２
５
７
│
72
│

２
４
５
７
）
へ
。

■
日
時
＝
９
月
26
日
c
午
後
２
時
〜

３
時
■
会
場
＝
十
日
町
保
健
所
■
医

師
＝
田
村
医
師
（
五
日
町
病
院
）
■

申
込
み
＝
健
康
福
祉
課
健
康
増
進
係

（
内
線
１
４
４
）
ま
た
は
十
日
町
保

健
所
（
1
57
│
２
４
０
０
）
へ
。

「
治
り
に
く
い
て
ん
か
ん
を
克
服
す

る
」を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。講
演

終
了
後
希
望
者
に
個
別
相
談
を
予
定

■
日
時
＝
９
月
10
日
a
午
後
１
時
〜

■
会
場
＝
高
陽
荘(

上
越
市
西
城
町

３
│
６
│
22)

■
講
師
＝
①
金
澤
治

医
師(

国
立
療
養
所
西
新
潟
中
央
病
院

小
児
神
経
科
医
長)

②
亀
山
茂
樹
医
師

(

国
立
療
養
所
西
新
潟
中
央
病
院
臨
床

研
究
部
長)

■
演
題
＝
①
「
治
り
や

す
い
て
ん
か
ん
と
治
り
に
く
い
て
ん

か
ん
」②「
難
治
性
て
ん
か
ん
の
外
科

部　門 作　　品　　規　　格 

日 本 画 

洋　　画 

版　　画 

現代美術 

彫　　刻 

工　　芸 

書　　道 

写　　真 

額ぶち付きのこと（100号程度まで） 

油絵・水彩・パステル、額ぶち付きのこと 
（８号～100号まで） 

額装（ドライマウントは不可）。モノタイプ版 
は除く。（幅116㎝以内） 

常識以上の大きさを超えないこと 

常識以上の大きさを超えないこと 

染・織・焼物・つる・漆・革・木・竹・わら・紙工芸 
など。（幅・縦とも200cm以内） 

額装または枠張り表装のこと。（縦額は幅76㎝ 
以内、縦182㎝以内。横額は幅152㎝以内、縦76 
㎝以内）※釈文票添付 

単写真は全紙以上、全倍まで。木製パネル張り 
（額ぶち不可）。組写真および全倍パネルの大き 
さが長辺103㎝まで。 

■
出
品
作
品
＝
①
各
部
門
と
も
１
人

２
点
以
内
。未
発
表
作
品
に
限
る
。作

品
を
額
装
す
る
場
合
は
ガ
ラ
ス
不
可

■
出
品
料
＝
一
般：

１
点
千
円
、
２

点
千
５
百
円
、
高
校
生
以
下：

１
点

５
百
円

■
作
品
搬
入
出
＝
搬
入：

10
月
17
日

c
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
30
分
に
会

場
に
持
参
。
搬
出：

10
月
24
日
c
午

後
４
時
30
分
〜
６
時
30
分

■
審
査
会
＝
10
月
18
日
d
午
後
３
時

〜
５
時
30
分

■
問
合
せ
＝
社
会
教
育
課
（
公
民
館

本
館
内
1
57
│
５
０
１
１
）
へ
。

第33回

【
会
期
　
10
月
21
日
G
〜
24
日
C
】

【
会
場
　
市
民
体
育
館
】

十
日
町
市
美
術
展
作
品
募
集

飯山線の工事に伴い、次の踏切が交通止め

になります。工事期間中は飯山線を運休する

ためバスによる振替輸送を行います。

■踏切通行止め日程＝①９月５日c：市道太

田島本線・第２太田島踏切（太田島３）②９

月12日c～13日d：県道十日町当間塩沢

線・市野沢踏切（馬場１）③９月13日d～

14日e：市道内後城之古線・北新田踏切（妻

有町西２）

※時間は①午前８時30分～午後５時②③午後

10時～午前６時

■バスによる振替輸送日程＝●日時＝９月２

日g～８日f午前９時20分～午後４時●区

間＝十日町駅～森宮野原駅間（各駅付近に停

車）

■問合せ＝ＪＲ東日本十日町駅（152－

2327）へ。

飯山線踏切の交通止め
とバス振替輸送

本町２丁目商店街（国道
西側）のアーケード改築
工事が始まります
朝夕、周辺の渋滞が予想されます。ご理

解・ご協力をお願いします。

■期間＝９月１日F～
11月30日E (予定)

ご
利
用
く
だ
さ
い
介
護

雇
用
創
出
助
成
金
制
度

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

年金
国
民
年
金
の
現
況
届
は

す
み
や
か
に

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
の
前
納
制
度

定額保険料 
の場合 

付加保険料の 
場合（定額保 
険料含む） 

毎月納付 
（６か月分） 

6か月前納 

割引額 

79,800円 82,200円 

78,920円 81,290円 

880円 910円 

国
民
年
金
基
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

環境
生
ご
み
処
理
容
器

購
入
補
助
事
業

リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
古
い

電
話
帳
を
回
収
し
ま
す

保健
福祉

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

受
診
者
募
集

骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録
を

心
の
健
康
相
談

市
民
て
ん
か
ん
講
座
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9 月 の 相 談 日

◎高齢者職業相談
毎週月～金曜日

午前９時～午後４時

会場：高齢者職業相談室

◎定例行政相談
８日F

午前10時～午後３時

会場：市民相談室

◎法律相談
電話で市民生活課へ要予約

14日E

中 沢 利 秋 弁護士

28日E

佐藤伍一郎 弁護士
午後１時30分～午後４時
会場：市民相談室

◎健康相談　保健婦による相談
期日 会　　　場 時　　　間 

保　健　セ　ン　タ　ー 

新座コミュニティセンター 

大井田コミュニティセンター 

川 治 地 区 公 民 館  

北 和 会 館  

就 業 改 善 セ ン タ ー  

吉 田 山 谷 集 会 所  

飛 渡 地 区 公 民 館  

中 条 地 区 公 民 館  

北 原 集 落 セ ン タ ー  

午前９時～11時30分 

午後１時30分～４時 

午前９時～11時30分 

午後１時30分～４時 

午前９時～11時30分 

午後１時30分～４時 

午前9時30分～11時30分 

午前９時～11時30分 

午後１時30分～４時 

午前９時～11時30分 

22日F

21日E

19日C

12日C

4・11・18 
25日B

※健康手帳のある人はご持参ください。

むし歯のないよい歯の子
７月の３歳児健診を受けた子16人

よい歯の子 住 所　　保護者

（上町）

（梅沢）

（樽沢）

（関根２）

（樽沢）

（塩ノ又）

（馬場１）

（西浦町東）

（水口）

（太田島１）

（錦町２）

（春日町３）

（稲荷町４）

（北鐙坂３）

（四日町２）

（落之水）

明 広

祐 吉

めぐみ

哲 夫

義 昭

弘 行

高 志

良 重

美 佳

純 洋

寛

佳 代

勇 一

幸 男

幸 二

明

柳 沢 知 美

佐 藤 　 海
かい

春 日 　 翔

蕪 木 達 哉

春 日 　 惇
じゅん

桑 原 有
ゆ

香
か

富 井 洸 太

荒 井 冴 子

高 橋 宏 昌

上 村 梨 乃

藤ノ木流星

石 澤 菜 緒

越 村 奏
そう

人
と

古 澤 　 萌

小 杉 真 奈

斎 木 　 廉

９月の乳幼児健康診査と休日救急医　　　 健康福祉課 157-3111

乳幼児健康診査 会場
保健センター

q１歳６か月児、３歳児健診は歯科検診あり。
w４か月児健診を受けない場合は、保健予防係まで書類を取りに来
てください。

e３歳児健診前に検査セットを送りますので、届かない人は保健予
防係（内線141）まで連絡してください。

休　日　救　急　医

事業名 期日 受付時間 対象児

３ 歳 児 健 診
３歳６か月児
が対象です

20日
d

午後１時
～１時45分

９年３月
生まれの幼児

１歳６か月児
健 診

13日
d

午後１時
～１時45分

11年３月
生まれの幼児

４か月児健診
27日
d

午後１時
～１時30分

19日
c

午前９時
～９時50分

12年５月
生まれの幼児

10年2・3月
生まれの幼児

２歳６か月児
身 体 測 定

10 か 月 児
身 体 測 定

27日
d

午前９時15分
～10時

11年11月
生まれの幼児

〔

〔

期日 医療機関名 住　所 電話番号 

３日a 

10日a

15日-

17日a

23日- 

24日a

52-2581 

68-2034 

57-3018 

52-2174 

68-2018 

63-2111 

52-7066 

55-2003 

65-3161

本町西１ 

川西町 

北原 

袋町中 

川西町 

中里村 

山本町１ 

下条中央通り 

津南町 

池 田 医 院  

川 西 町 診 療 所  

中 条 病 院  

山 口 医 院  

第 二 藤 巻 医 院  

上 村 病 院  

大 熊 内 科 医 院  

山 口 医 院  

津 南 病 院  

■
１
期
初
回
に
該
当
す
る
子
＝

【
３
〜
８
週
間
間
隔
で
３
回
接
種
】

①
９
月
１
日
現
在
１
歳
〜
接
種
日
現

在
７
歳
半
未
満
の
子

②
未
接
種
か

３
回
接
種
を
し
て
い
な
い
子
　
※
百

日
ぜ
き
に
か
か
っ
た
子
は
二
種
混
合

（
２
回
接
種
）
に
な
り
ま
す
。
必
ず

受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
③
平

成
11
年
３
月
２
日
か
ら
９
月
１
日
に

生
ま
れ
た
子
に
は
個
別
通
知
を
し
ま

す
。

■
１
期
追
加
に
該
当
す
る
子
＝
接
種

日
現
在
７
歳
半
未
満
で
、
１
期
初
回

完
了
後
１
年
を
経
過
し
た
子
。

■
注
意
事
項
＝
「
予
防
接
種
と
子
ど

も
の
健
康
」
を
必
ず
読
ん
で
き
て
く

だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の
＝
▼
母
子
健
康
手

帳
（
忘
れ
る
と
接
種
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
）
▼
体
温
計
▼
当
市
に
住
民
登

録
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
登
録
先

の
市
町
村
が
発
行
す
る
「
予
防
接
種

実
施
依
頼
書
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

■
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
15
分
（
時
間
厳
守
）

■
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
保
健
予
防

係
（
内
線
１
４
１
）
へ
。

治
療
」■
入
場
料
＝
無
料
■
申
込
み
＝

不
要
、
直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ

い
■
問
合
せ
＝
国
立
療
養
所
西
新
潟

中
央
病
院
て
ん
か
ん
セ
ン
タ
ー(

1

０
２
５
│
２
６
５
│
３
１
７
１)

へ
。

高
齢
者
・
知
的
障
害
者
・
精
神
障

害
者
・
身
体
障
害
者
の
相
続
や
遺
言

な
ど
の
問
題
や
、
介
護
・
福
祉
の
問

題
に
つ
い
て
、
電
話
と
面
談
（
予
約

制
）
に
よ
る
無
料
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
■

日
時
＝
９
月
15
日
f
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
■
電
話
番
号
＝
０
２
５
│
２

２
８
│
１
６
６
６
（
当
日
限
り
）
■

面
談
予
約
＝
事
前
に
新
潟
県
司
法
書

士
会
事
務
局
（
1
０
２
５
│
２
２
８

│
１
５
８
９
）へ
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

話
し
合
い
で
解
決
す
る
た
め
の
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。事
前
申
込
不
要
、

希
望
者
は
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
■
日
時
＝
９
月
６
日
d
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
■
会
場
＝
公
民
館

本
館
■
相
談
内
容
＝
①
交
通
事
故
に

よ
る
損
害
賠
償
な
ど
に
つ
い
て
の
も

め
ご
と（
加
害
者
・
被
害
者
問
わ
ず
）

②
宅
地
建
物
の
貸
し
借
り
な
ど
に
関

す
る
も
め
ご
と
③
農
地
や
山
林
な
ど

に
関
す
る
境
界
そ
の
他
の
も
め
ご
と

④
売
掛
代
金
の
取
り
立
て
な
ど
商
売

上
の
も
め
ご
と
⑤
金
銭
の
貸
し
借
り

に
関
す
る
も
め
ご
と
⑥
家
庭
内
や
親

族
間
の
も
め
ご
と
⑦
相
続
に
つ
い
て

の
も
め
ご
と
■
主
催
＝
日
本
調
停
協

会
連
合
会
■
問
合
せ
＝
十
日
町
簡
易

裁
判
所
（
1
52
│
２
０
８
６
）
へ
。

■
公
民
館
本
館
＝
毎
週
月
曜
日
■
総

合
体
育
館
＝
５
日
c
・
19
日
c
■
博

物
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
16
日
g
・
24

日
a
■
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
15

日
f
・
23
日
g
・
29
日
f
■
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
＝
毎
週
日
曜
日
・
15
日

f
・
23
日
g

■
期
日
＝
①
14
日
e
（
※
１
）
1
丸

山
工
務
所（
※
２
）1
シ
ル
ク
ワ
ー
ク

②
19
日
c
（
終
日
）
吉
沢
織
物
1
■

受
付
時
間
＝
※
１：

午
前
10
時
〜
11

時
30
分
、
※
２：

午
後
０
時
30
分
〜

午
後
３
時
、
終
日：

午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時
■
問
合
せ
＝

健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
（
内
線
１

４
１
）
へ
。

消火器の不適正な
訪問点検に注意

各地で消火器の不適正な点検や、高額請

求のトラブルが発生しています。「消防署

の方（方角）から来た」「事前に電話をか

けて信用させる」など、出入りの業者を巧

妙に装い、強引に回収・点検を行い、高額

請求をしています。被害に遭わないために

●身分証の提示を求める　●点検をはっき

り断る　●契約書にサインや押印をしない

●居直りや脅迫的な言動に出たときはすぐ

に警察や消防署予防課（157－1557）に

通報してください。

その他
司
法
書
士
と
社
会
福
祉
士
に

よ
る
シ
ル
バ
ー
１
１
０
番

無
料
調
停
相
談
会

９
月
の
休
館
日

予防
接種

三
種
混
合

（
百
日
ぜ
き
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

二
種
混
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

対象地区 
１回 目 ２回 目 ３回 目 

１　期　初　回 
１期追加 

川治､六箇､水沢 

十　　日　　町 

中条､下条､吉田 

９月７日 
（木） 

９月８日 
（金） 

９月12日 
（火） 

９月28日 
（木） 

９月29日 
（金） 

10月３日 
（火） 

10月19日 
（木） 

10月20日 
（金） 

10月24日 
（火） 

10月27日 
（金） 

11月１日 
（水） 

11月２日 
（木） 

9月の
献血

全
血
献
血

【住宅ローンの返済が困難な人に対する返済条

件変更】返済を10年間延長するなど負担軽減

できる場合があります。返済でお困りの人はご

相談ください。■問合せ＝返済中の金融機関ま

たは住宅金融公庫北関東支店（1027－232－

6656）へ。

【資金計画診断サービス】面談、郵送、ファッ

クス、インターネットにより、あなたの住宅ロ

ーンの資金計画の健全性を総合的に診断しま

す。ご相談ください。■利用請求先＝住宅金融

公庫北関東支店サービス相談課（〒371－

8588前橋市千代田町１－８－８1027－

232－6656ファックス027-232-6817ホームペ

ージアドレスhttp://www.jyukou.go.jp/)

住宅金融公庫からの
お知らせ
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市の花

「山つつじ」

市の木

「きり」

■発行/十日町市役所 〒948-8501 新潟県十日町市千歳町3丁目3番地 TEL0257-57-3111 FAX52-4635
E mail  info@city.tokamachi.niigata.jp URL http://www.city.tokamachi.niigata.jp

■編集/企画人事課広報広聴係

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

学
区
内
の
笹
山
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
火
焔
型
土
器
な
ど
９
２
８
点
が
国

宝
指
定
を
受
け
て
か
ら
、
一
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
祝
い
６
月
４

日
a
に
地
域
あ
げ
て
の
「
笹
山
じ
ょ

う
も
ん
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
校
で
は
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
文

化
部
の
出
店
、
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に

加
え
、
全
校
合
唱
で
学
校
を
あ
げ
て

催
し
に
参
加
し
ま
し
た
。
全
校
合
唱

で
は
「
こ
の
星
に
生
ま
れ
て
」
（
三

部
合
唱
）
と
校
歌
を
歌
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
中
学
生

ら
し
い
キ
ビ
キ
ビ
と
し
た
行
動
と
さ

わ
や
か
な
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
地
域

の
皆
さ
ん
か
ら
ほ
め
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

伝
統
と
し
て
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
い
る
「
あ
せ
ま
み
れ
運
動
」
（
あ

い
さ
つ
の
あ
、
整
理
整
頓
の
せ
、
ま

と
ま
り
の
ま
、
身
な
り
の
み
、
礼
儀

の
れ
）
が
確
実
に
身
に
付
い
て
い
る

こ
と
を
皆
さ
ん
に
実
感
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
地
域

の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

<53

渡

辺
　
美

保

子
さ
ん
　
１
９
７
９
年
生

し
ま
む
ら
十
日
町
店
勤
務

高
校
卒
業
後
、
し
ば
ら
く
新
潟

市
に
い
ま
し
た
が
、
家
の
都
合
で

十
日
町
市
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

職
場
に
は
、
オ
ー
プ
ン
当
時
か
ら

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
仕
事

で
は
商
品
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
接

客
を
し
て
い
ま
す
。
人
と
会
話
を

す
る
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
毎
日

楽
し
く
仕
事
に
励
ん
で
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
休
日
に

友
人
と
好
き
な
買
い
物
に
出
か
け

ま
す
。
新
潟
市
に
足
を
伸
ば
し
た

り
、
時
に
は
新
幹
線
で
渋
谷
や
新

宿
な
ど
に
も
行
っ
た
り
し
ま
す
。

夏
は
、
友
人
と
海
に
行
く
の
も
楽

し
み
の
一
つ
で
す
ね
。

こ
の
ほ
か
、
自
分
を
磨
く
た
め

に
簿
記
の
勉
強
も
し
て
い
ま
す
。

休
日
に
時
間
を
見
つ
け
て
、
コ
ツ

コ
ツ
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
取
り

た
い
資
格
は
、
栄
養
士
や
パ
ソ
コ

ン
な
ど
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
今

は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
３
級
の
資
格

を
持
っ
て
い
ま
す
。
高
校
時
代
に

家
庭
内
で
介
護
に
直
面
し
た
こ
と

が
資
格
を
取
る
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
も
上

級
を
目
指
し
ま
す
。そ
し
て
夢
は
、

25
歳
ま
で
に
幸
せ
な
結
婚
を
し
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

じょうもん市で全校合唱

中 条 中 学 校

65

使
用
し
な
く
て
も
電
力

を
消
費
し
て
い
ま
す


